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解
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滋
賀
県
栗
東
市
安
養
寺
町
に
所
在
す
る
真
言
宗
泉
涌
寺
派
東
方
山
放
光
院
安
養
寺
は
、
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
聖
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て
東
大
寺
良
弁
が
薬
師
如
来
を
本
尊
と
し
て
開
山
し
た
と
伝
え
る
。
良
弁
開
基
伝
承
は
近
江
湖
南
仏
教
の
一
大
拠
点
だ
っ
た
金
勝
山
金
勝
寺
（
栗
東
市
荒
張
）
を
は
じ
め
と
し
て
湖
南
一
帯
の
多
く
の
寺
院
に
残
り
、
安
養
寺
も
金
勝
寺
二
十
五
別
院
の
一
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
四
月
二
十
五
日
付
『
東
方
山
安
養
寺
本
堂
再
建
勧
進
状
』
は
良
弁
僧
正
の
事
績
に
は
触
れ
ず
、「
承
和
元
年
（
八
三
四
）
近
衛
関
白
御
建
立
之
聖
跡
」
と
記
し
、
藤
原
冬
嗣
（
七
七
五
～
八
二
六
）
の
本
願
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
冬
嗣
は
天
長
三
年
（
八
二
六
）
に
没
し
て
い
る
か
ら
、
右
の
『
本
堂
再
建
勧
進
状
』
を
重
ん
じ
れ
ば
、
安
養
寺
建
立
は
冬
嗣
の
遺
願
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
安
養
寺
の
創
剏
は
明
確
で
は
な
い
。
近
江
栗
田
の
豪
商
田
中
適
斎
（
一
七
六
八
～
一
八
二
一
）
の
『
近
江
栗
太
郡
志
』
は
『
興
福
寺
官
務
帳
』
を
引
い
て
、
安
養
寺
は
亀
山
天
皇
（
一
二
四
九
～
一
三
〇
五
）
の
叡
願
に
よ
っ
て
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
に
再
興
さ
れ
た
が
、
四
十
年
後
の
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）
十
二
月
二
十
日
に
炎
上
し
た
と
記
し
て
い
る
。
『
本
堂
再
建
勧
進
状
』
に
も
亀
山
天
皇
の
勅
願
所
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
か
ら
、
他
史
料
に
見
出
せ
な
い
が
、
本
尊
の
薬
師
如
来
三
尊
像
の
造
立
年
代
も
「
十
三
世
紀
半
ば
を
前
後
す
る
頃
の
作
例 １
」
で
も
あ
り
、
安
養
寺
に
は
亀
山
天
皇
と
何
が
し
深
い
因
縁
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
嘉
元
二
年
十
二
月
の
炎
上
後
、
安
養
寺
は
い
つ
し
か
再
建
さ
れ
た
よ
う
で
、
『
長
興
宿
禰
記
』
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
十
月
四
日
条
、
『
蔭
涼
軒
日
録
』
同
十
月
九
日
条
に
よ
れ
ば
、
長
享
元
年
十
月
四
日
、
六
角
高
頼
討
伐
の
た
め
近
江
に
親
征
し
た
足
利
九
代
将
軍
義
尚
の
陣
所
と
さ
れ
て
い
る
。
陣
所
は
同
二
十
七
日
に
下
鈎
真
宝
館
に
移
さ
れ
た
が
、
こ
の
わ
ず
か
の
間
に
本
尊
が
雨
露
に
侵
さ
れ
る
ほ
ど
に
堂
塔
房
舎
は
損
壊
し
た
と
い
う
。
大
永
四
年
四
月
の
『
東
方
山
安
養
寺
本
堂
再
建
勧
進
状
』
は
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
勧
進
は
成
就
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
『
近
江
粟
田
郡
志
』
に
よ
れ
ば
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
八
月
九
日
、
織
田
信
長
の
兵
火
に
罹
り
、
「
安
養
寺
堂
舎
僧
房
十
二
箇
院
等
」
は
こ
と
ご
と
く
烏
有
に
帰
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
安
養
寺
は
小
堂
に
本
尊
薬
師
如
来
を
安
置
す
る
だ
け
で
ま
っ
た
く
荒
廃
し
た
。
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
安
養
寺
は
復
興
し
た
。
同
寺
二
世
湛
堂
慧
淑
『
東
方
山
安
養
寺
中
興
祖
戒
山
堅
和
尚
伝
』
（
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
））
に
よ
る
と
、
京
都
の
蘭
軒
口
正
信
居
士
は
戒
山
慧
堅
を
崇
敬
す
る
こ
と
ま
こ
と
に
篤
く
、
帰
依
し
て
剃
髪
受
戒
し
、
そ
の
妻
子
孫
な
ど
一
族
十
余
人
も
慧
堅
に
帰
し
て
出
家
し
た
。
正
信
居
士
が
病
没
し
た
の
ち
、
口
氏
一
族
は
居
士
の
遺
貲
を
も
っ
て
荒
廃
し
た
安
養
寺
を
再
興
し
、
そ
の
中
興
第
一
世
と
し
て
慧
堅
を
迎
え
た
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
を
伝
え
る
慧
淑
（
一
六
六
九
～
一
七
二
〇
）
は
俗
姓
を
口
と
い
い
、
京
都
の
人
と
い
う
か
ら
正
信
居
士
の
血
統
に
相
違
な
く
、
慧
淑
の
師
慧
堅
に
対
す
る
尋
常
な
ら
ざ
る
熱
烈
な
崇
敬
思
慕
の
情
は
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
慧
堅
の
病
気
平
癒
を
祈
っ
て
書
写
し
た
『
血
書
薬
師
如
来
本
願
厳
功
徳
経
』
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
い
て
口
一
族
の
慧
堅
に
寄
せ
る
甚
深
の
景
仰
心
を
容
易
に
推
量
せ
し
め
る
。
右
の
慧
淑
『
戒
山
堅
和
尚
伝
』
ま
た
『
青
龍
山
野
中
寺
僧
名
録
Ｂ
本 ２
』
に
よ
れ
ば
、
戒
山
慧
堅
（
一
六
四
九
～
一
七
〇
四
）
は
俗
姓
江
上
氏
。
筑
後
国
久
留
米
の
人
で
、
慶
安
二
年
十
二
月
十
八
日
肥
後
城
主
有
馬
玄
蕃
の
家
臣
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
く
し
て
郷
里
千
栄
寺
の
書
生
と
な
っ
た
。
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
十
七
歳
の
春
、
大
蔵
経
刊
行
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学
苑
資
料
紹
介
特
集
号
第
九
〇
一
号
一
六
四
～
二
一
六
（
二
〇
一
五
一
一
）
戒
山
慧
堅
『
盂
盆
獻
供
儀
』
翻
刻
と
解
題
関
口
靜
雄
〔
資
料
〕
を
志
し
て
間
も
な
い
黄
檗
の
鉄
眼
道
光
（
一
六
三
〇
～
一
六
八
二
）
が
千
栄
寺
の
本
寺
千
光
寺
で
大
乗
起
信
論
を
講
じ
た
の
を
聴
聞
し
て
鉄
眼
の
膝
下
で
出
家
し
、
同
寺
学
頭
巌
宗
悦
禅
に
就
い
て
学
ん
だ
。
当
初
か
ら
の
念
願
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
慧
堅
は
戒
律
を
志
し
、
曹
洞
の
畸
僧
肥
後
法
巌
寺
桃
水
雲
渓
の
勧
め
で
当
今
律
宗
随
一
の
哲
匠
と
称
さ
れ
た
慈
忍
慧
猛
（
一
六
一
〇
～
一
六
七
三
）
を
城
州
宇
治
田
原
の
東
陽
山
巌
松
院
に
訪
ね
て
門
下
と
な
っ
た
。
慧
猛
は
洛
東
泉
涌
寺
雲
龍
院
正
専
如
周
に
学
び
、
俊
正
明
忍
が
戒
律
復
興
の
拠
点
と
し
た
洛
北
槙
尾
西
明
寺
平
等
心
王
院
の
沙
弥
衆
に
入
っ
て
自
誓
受
戒
し
、
南
都
西
大
寺
の
長
老
高
喜
か
ら
伝
法
灌
頂
を
受
け
、
叡
尊
以
来
の
西
大
寺
正
流
と
松
橋
流
の
秘
璽
を
享
け
た
俊
才
で
、
平
等
心
王
院
一
山
の
衆
僧
に
推
さ
れ
て
巌
松
院
を
司
掌
し
て
い
た
。
慧
堅
は
こ
こ
で
慧
猛
に
師
事
し
て
息
慈
戒
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
春
、
慧
猛
が
聖
徳
太
子
開
創
と
伝
え
る
河
内
青
龍
山
野
中
寺
の
中
興
開
山
に
迎
え
ら
れ
る
に
随
従
し
て
青
龍
山
に
移
り
、
そ
こ
で
具
足
戒
を
受
け
た
。
ほ
ど
な
く
野
中
寺
は
槙
尾
西
明
寺
堺
大
鳳
山
神
鳳
寺
と
並
ん
で
戒
律
復
興
の
三
大
拠
点
の
一
に
数
え
ら
れ
る
に
至
り
、
律
学
の
研
鑽
と
実
践
を
志
す
多
く
の
俊
秀
が
参
集
し
た
が
、
慧
堅
の
行
業
は
抜
群
で
あ
っ
て
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
慧
猛
が
洛
西
太
秦
広
隆
寺
桂
宮
院
を
結
界
し
四
分
衆
法
布
を
行
じ
た
と
き
、
慧
堅
は
慧
猛
に
代
わ
っ
て
説
戒
を
勤
め
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
延
宝
元
年
三
月
、
師
の
慧
猛
が
六
十
三
歳
で
入
寂
す
る
と
、
高
弟
慈
門
信
光
が
野
中
寺
二
世
を
継
い
だ
。
こ
れ
を
機
に
慧
堅
は
野
中
寺
を
出
て
、
和
泉
の
長
曽
根
村
に
小
庵
を
結
び
、
ま
た
山
城
深
草
の
浄
土
宗
西
山
義
の
真
宗
院
に
籠
居
す
る
な
ど
し
た
が
、
法
兄
慈
門
の
勧
め
で
泉
涌
寺
退
塵
庵
に
止
住
す
る
と
道
香
は
市
井
に
高
ま
り
、
教
説
を
求
め
て
衆
庶
が
蝟
集
し
た
。
折
し
も
慈
門
が
野
中
寺
に
灌
頂
壇
を
開
く
と
慧
堅
は
進
ん
で
入
壇
し
た
。
慈
門
は
こ
れ
を
悦
び
慧
堅
に
西
大
寺
正
流
と
松
橋
流
秘
璽
を
授
け
た
。
貞
享
二
年
、
口
氏
蘭
軒
正
信
居
士
と
そ
の
一
族
の
篤
志
に
よ
っ
て
安
養
寺
が
再
興
さ
れ
、
中
興
開
山
に
迎
え
ら
れ
る
と
、
慧
堅
は
こ
れ
を
持
戒
持
律
の
道
場
と
し
て
経
営
し
た
。
そ
の
こ
と
は
慧
堅
が
弟
子
た
ち
に
示
し
た
『
雑
要
家
訓
』
十
二
条
と
『
雑
要
再
訓
』
七
条
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
後
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
同
寺
に
灌
頂
壇
を
開
く
と
翌
十
二
年
後
董
を
湛
堂
慧
淑
に
譲
り
、
退
耕
老
人
と
称
し
て
洛
東
の
浄
慈
庵
に
退
い
た
。
し
か
し
同
十
六
年
野
中
寺
衆
僧
の
招
請
に
よ
っ
て
野
中
寺
三
世
住
持
に
就
い
た
が
、
翌
宝
永
元
年
（
一
八
〇
四
）
三
月
四
日
、
五
十
六
歳
で
浄
慈
庵
に
入
寂
し
た
。
慧
堅
は
そ
の
生
涯
を
近
世
の
仏
教
界
を
席
巻
し
た
戒
律
復
興
の
只
中
に
真
摯
に
身
を
投
じ
た
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
持
戒
持
律
の
行
業
は
ま
た
そ
の
著
述
に
も
及
ん
で
い
る
。
口
氏
一
族
か
ら
中
興
開
山
に
迎
え
ら
れ
た
慧
堅
は
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
『
律
苑
僧
宝
伝 ３
』
十
五
巻
七
冊
を
版
行
し
、
翌
三
年
に
『
盂
盆
獻
供
儀
』
一
冊
、
同
五
年
に
は
『
近
住
八
戒
威
儀
録
要
』
一
冊
を
上
梓
し
て
、
慧
猛
に
師
事
し
て
以
来
の
学
業
の
成
果
を
開
陳
し
て
い
る
。
安
養
寺
に
自
筆
本
が
伝
わ
る
『
雑
要
家
訓
』
『
雑
要
再
訓
』
に
は
、
壇
越
の
恩
に
感
謝
す
る
こ
と
、
村
民
に
は
慈
悲
心
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
、
山
林
の
木
竹
を
濫
用
せ
ぬ
こ
と
、
請
雨
法
を
厳
粛
に
勤
め
る
こ
と
等
々
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
『
近
住
八
戒
威
儀
録
要
』
に
も
雛
僧
の
行
ず
べ
き
日
常
が
こ
と
細
か
く
書
き
記
さ
れ
、
ま
た
『
盂
盆
獻
供
儀
』
に
は
仮
名
文
を
も
っ
て
在
家
に
向
け
て
盂
蘭
盆
の
意
義
と
由
来
、
ま
た
各
々
の
祖
霊
に
対
す
る
献
供
の
仕
様
と
そ
の
心
構
え
を
懇
切
に
説
い
て
い
る
。
慧
堅
の
行
実
に
通
底
す
る
の
は
、
師
檀
越
父
母
の
恩
に
感
謝
す
る
心
で
あ
っ
て
、
『
盂
盆
獻
供
儀
』
に
お
い
て
は
そ
れ
が
と
く
に
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
盂
盆
獻
供
儀
』
は
「
盂
盆
獻
供
儀
小
引
」
七
丁
と
「
盂
盆
獻
供
儀
并
縁
起
」
四
十
二
丁
か
ら
成
る
。
そ
の
初
版
は
元
禄
三
年
で
あ
る
が
、
こ
の
た
び
は
そ
の
再
治
本
（
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
）
を
底
本
と
し
て
翻
刻
紹
介
す
る
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
原
文
を
尊
重
し
た
が
、
や
む
を
得
ず
通
行
字
体
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
な
お
翻
刻
文
作
成
に
は
鈴
木
香
菜
さ
ん
（
歴
史
文
化
学
科
三
年
生
）
の
助
力
を
得
、
ま
た
安
養
寺
住
職
熊
谷
俊
亮
師
前
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
長
佐
々
木
進
氏
同
館
松
村
浩
氏
の
ご
親
切
を
い
た
だ
い
た
。
御
礼
申
上
げ
る
。
注
1
『
企
画
展
東
方
山
安
養
寺
の
歴
史
と
美
術
』
（
平
成
六
年
十
月
、
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
）
所
載
の
佐
々
木
進
氏
の
解
説
に
よ
る
。
2
『
日
本
に
お
け
る
戒
律
伝
播
の
研
究
』（
研
究
代
表
者
稲
城
信
子
氏
。
平
成
十
六
年
三
月
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
）
に
所
載
。
3
『
唐
招
提
寺
律
宗
戒
学
院
叢
書
第
二
輯
律
苑
僧
宝
伝
』
（
関
口
靜
雄
山
本
博
也
編
著
。
平
成
十
九
年
二
月
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
）
に
翻
刻
と
解
題
を
載
せ
た
。
―165―
列」
表
表
紙
」
表
表
紙
見
返
―166―
再治
盂
盆
獻
供
儀
全
盂盆
獻
供
儀
小
引
南
山
正
宗
佛
ノ之
道
ハ以
レ 善
為
レ 用
。
善
固
ニ夥
シ矣
而
孝
其
ノ
端
ナ
リ也
。
為
シ
テ
レ
道
而
不
ン
ハ
レ
在
二 其
ノ用
一 能
為
ン
ヤ
二
大
道
一 乎
。
為
シ
テ
レ
用
而
不
ン
ハ
レ
先
セ二 其
ノ端
一 能
為
ン
ヤ
二
溥
用
一 乎
。
是
ノ故
ニ
佛
為
二 出
世
ノ之
道
一 也
無
二
ト
シ
テ不
ト
云
フ
一
レ
善
ナ
ラ。
為
二 出
ノ
之
善
一 也
。
未ス
タ三 始
ヨ
リ忘
二 情
ヲ於
其
ノ親
ニ一 。
方
テ二 其
ノ成
道
ノ
」
01オ
 盂
盆
献
供
儀
引
○
一

之
初
ニ一 。
諭
二 父
王
ヲ于
聖
道
一 。
而
國
人
亦
皆
化
ス
之
。
又
升
リ二
利
天
ニ一 為
レ 母
説
法
ス
ル者
ノ三
月
。
及
二
父
王
ノ之
崩
一 也
則
躬
カ
ラ率
テ二
釋
一
	テ二 其
棺
一 以
テ

ス。
至
ハ三 于
訓
ス
ル
ニ
二
弟
子
ヲ一 則
謂
ク父
母
ハ與
二 補
處
ノ
菩
一 等
シ。
許
ス
ト
下
弟
子
減
シ
テ
二
衣
鉢
ノ之
資
ヲ一 養
フ
ヲ
中
其
ノ父
母
ヲ上 。
又
目
連
欲
ス
レ
ハ
レ
后
ン
ト
二
其
母
一 則
為
メ
ニ説
二 盂
蘭
盆
ノ
」
01ウ
―167―
法
一 。
且
ツ囑
シ
テ
二
弟
子
ニ一 歳
コ
ト
ニ必
ス行
セ
シ
ム
レ
之
。
藏
中
ノ勸
勉
不
シ
テ
レ
一
ナ
ラ而
足
レ
リ。
是
以
古
ノ之
稱
ス
ル
二
高
僧
賢
衲
ト一

ヒ
ト。
未
ス
タレ 有
ラ下 不
二 孝
ナ
ル其
ノ親
一
ノ
ハ
上
也
。
今
有
テ二 不
ノ之
徒
一 欲
シ
テ
レ
不
ラ
ン
ト
レ
先
ン
セ
二
其
端
ヲ一 自
謂
ク我
ハ出
家
專
ス
ト
レ
道
。
豈
ヤ
ニ
レ 非
レ 背
二
ス
ル
ニ如
来
ノ遺
意
ニ一 乎
。
予
不
幸
ニ
シ
テ蚤
ト
ニ喪
スレ 父
而
シ
テ従
テ二 師
ニ於
外
ニ一 二
十
餘
年
矣
。
進
テ不
レ 能
ハレ 明
ル
コ
ト
」
02オ
 盂
盆
献
供
儀
引
○
二
	
レ 道
ヲ退
テ不
レ 能
ハレ 侍
ス
ル
コ
ト
レ
母
ニ。
不
孝
ノ之
罪
無
シレ

レ 逃
ル
ヽ也
。
然
ト
モ予
惟
ル
ニ口
體
ノ之
奉
ハ未ス
タレ 足
レ 為
ル
ニ
レ
孝
ト。
而
シ
テ大
孝
ハ
在
リレ 資
ル
ニ
レ
神
也
。
原
ル
ニ夫
レ盂
盆
ノ一
經
ハ乃
報
恩
ノ
之
大
訓
神
ノ之
妙
方
ナ
リ也
。
故
ニ毎
當
テ二

御
歡
喜
ノ之
日
ニ一 。
啓
二 目
連
祭
祀
ノ之
儀
ヲ一 。
用
テ致
二
二
親
ノ之
福
祐
一 。
微
ク報
ス二 罔
極
ノ之
恩
德
ニ一 。
竊
ニ念
」
02ウ
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不
ル
ハ
レ
得
下 視
ル
コ
ト
二
人
ノ之
親
一 猶
ス
ル
コ
ト
ヲ
中
已
レ
カ之
親
上 。
非
ス二 大
士
ノ之
志
ニ一 。
嘗
テ見
ル
ニ
下
士
女
ノ
之
修
ス
ル
二
此
法
一
ノ
ヲ
上
。
率
ネ多
不
レ 遵
一
聖
敎
ニ一 。
欲
ス
ト
モ
レ
贊
ン
ト
二
其
父
母
ノ冥
福
ヲ一 。
不
ヤ二 亦
カ
ラ
一
乎
。
予
甚
タ嘆
スレ 之
。
昔
シ遍
園
祖
師
。
製
シ
テ
二
盆
獻
供
儀
一
以
テ示
ス二 祭
法
ヲ一 。
其
ノ書
雖
レ 在
セ
リ
ト。
而
童
蒙
ノ輩
ハ未
タレ 易
レ 通
焉
。
故
ニ數
年
前
嘗
テ為
メ
ニ翻
シ
テ作
シ二 和
語
ト一 。
作
二 為
ス
」
03オ
 盂
盆
献
供
儀
引
○
三


一
本
ヲ一 。
依
行
ス
ル
ノ不
レ 為
レ 不
トレ 多
カ
ラ矣
。
今
茲
ト
シ
孟
秋
。
有
テレ 感
ス
ル
コ
ト
二
於
衷
ニ一 。
乃
重
テ為
シ二 刪
補
ヲ一 。
易
ル
ニ以
ス二 今
ノ
名
ヲ一 。
盍
シ式
レ
ハ
也
二
祖
師
ノ之
供
儀
ニ一 也
。
緇
衣
ノ之
士
ノ其
亦
何
ソ事
ト
セ
ン
二
於
斯
ヲ一 。
圍
ク
ハ士
女
ノ之
覽
ンレ 之
者
ノ。
知
二 道
ハ
以
レ 善
為
レ 用
ト善
ハ以
レ 孝
為
ル
コ
ト
ヲ
一
レ
端
ト。
而
年
	

盂
后
ノ之
誠
ヲ一 。
令
メ
ン
三
存
ノ父
母
ヲ
シ
テ。
同
ク躋
二 於
至
」
03ウ
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善
ノ之
域
ニ一 。
此
レ予
カ一
片
報
親
ノ之
志
シ。
故
ニ未
タレ 暇
ア
ラ
レ
較 フ
ル
ニ
二
文
字
ヲ於
和
ノ
之
間
ニ一 也
元
祿
二
年
歳
次
己
巳
季
冬
望
後
三
日
湖
東
安
養
比
丘
堅
戒
山
和
南
書
于
蒲
軒
釋
氏
慧
堅
」
04オ
 盂
盆
献
供
儀
引
○
四

（
白
丁
）
」
04ウ
―170―
戒山
」05オ
 盂
盆
献
供
儀
○
五

佛 ほと
け

た
う利 り
天 て
んの
。
歡 くは
ん喜 ぎ
園 お
ん。
質 し
つ多 た
樹 じ
ゆの
。
下 も
とに
ま
し
ま
し
て
。
三 み
月 つ
き安 あ
ん居 ご
し
給
ふ
。
身 み
よ
り
千 せ
んの
光 くは
う
明 みや
うを
放 はな
つて
。
大 だ
い千 せ
ん界 が
いを
て
ら
し
。
文 も
ん殊 じ
ゆに
告 つ
げて
。
の
た
ま
は
く
。
汝 なん
ぢ。
我 わ
が毋 は
ゝの
も
と
に
徃 ゆ
いて
い
へ
。
我 わ
れこ
ゝ
に
あ
り
。
し
ば
ら
く
来 き
たり
て
。
三
宝 ば
うを
禮 ら
い
敬 きや
うあ
れ
と
。
文 も
ん
殊 じ
ゆ徃 ゆ
いて
。
摩 ま
耶 や
に
ま
う
す
。
摩 ま
耶 や
聞 き
いて
。
踊 ゆ
躍 や
く怡 い
悦 ゑ
つし
。
す
な
は
ち
。
文 も
ん殊 じ
ゆと
共 と
もに
。
佛 ほと
けの
所 みも
とに
い
た
る
。
佛 ほと
けは
る
か
に
。
毋 は
ゝの
来 き
た
れ
る
を
見
給
ひ
て
。
須 し
ゆ弥 み
山 せ
ん鼓 く
動 ど
うの
相 さ
うの
ご
と
し
。
す
な
は
ち
。
梵 ぼ
ん音 お
んを
出 い
だし
て
。
廣 ひ
ろく
。
説 せ
つ法 は
うし
給
ふ
。
摩 ま
耶 や
。
法 は
うを
聞 き
いて
。
す
な
は
ち
。
須 し
ゆ

だ

お
ん果 く
はを
え
た
り
と
云 う
ん
	。
為 ゐ
毋 も
説 せ
つ法 は
う
經 きや
うに
出 い
でた
り
」
05ウ
―171―
佛升利爲母
」06オ
 盂
盆
献
供
儀
○
六

佛 ほと
けの
父 ち
ゝ。
浄 じや
う飯 ぼ
ん王 わ
う。
や
ま
ひ
に
染 そ
みて
。
甚 はな
は
だお
も
し
。
も
ろ
も
ろ
の
臣 し
んに
告 つ
げて
い
は
く
。
わ
れ
命 いの
ちの
お
は
ら
ん
こ
と
は
慮
お
も
ん
ば
から
ず
。
た
ゞ
う
ら
む
ら
く
は
。
も
ろ

の
こ
諸 し
よ子 し
等 と
うを
。
見
ざ
ら
ん
こ
と
を
。
時 と
きに
佛 ほと
け。
神 じ
ん通 づ
うを
以 も
つて
。
は
る
か
に
是 こ
れを
し
り
。
難 な
ん

だ
。
阿 あ
難 な
ん。
羅 ら
雲 う
んと
共 と
もに
。
身 み
を
虚 こ
空 く
うに
お
ど
ら
し
。
父 ぶ
王 わ
うの
も
と
に
い
た
り
。
大 だ
い
光 くは
う
明 みや
う
を
は
な
つ
て
。
父 ぶ
王 わ
うの
身 み
を
て
ら
し
。
又 ま
た。
金 こ
ん色 じ
きの
御 み
手 て
を
出 い
だし
て
。
そ
の
額 ひた
いに
つ
け
。
為 た
めに
ひ
ろ
く
。
説 せ
つ法 は
うし
給
ふ
。
父 ぶ
王 わ
う
大 おほ
いに
。
歓 くは
ん喜 ぎ
し
。
佛 ほと
けの
御 み
手 て
を
」
06ウ
―172―
至維爲父擔棺
む
ね
の
う
へ
心 し
ん
上 じや
うに
引 ひ
き。
心 こゝ
ろに
佛 ほと
けを
禮 ら
いし
。
つ
ゐ
に
氣 き
た
え
。
命 いの
ちつ
き
て
。
浄 じや
う居 ご
天 て
んに
生 しや
うず
。
佛 ほと
け。
當 た
う来 ら
い世 せ
の
人 ひ
と。
み
な
あ
ら
く
兇 け
う暴 ば
うに
し
て
。
父 ぶ
毋 も
養 や
う育 い
くの
恩 お
んを
。
報 は
うぜ
ざ
ら
ん
こ
と
を
。
お
も
ひ
給
ひ
て
。
み
づ
か
ら
。
そ
の
棺 くは
んを
擔 に
なひ
給
ふ
。
そ
の
時 と
き。
三
千 ぜ
ん世 せ
界 か
い。
六
種 し
ゆに
震 し
ん動 ど
うす
。
諸 し
よ天 て
ん。
龍 り
う神 じ
ん。
皆 み
な来 き
たり
。
佛 ほと
けに
。
代 かは
りて
。
棺 くは
んを
擔 にな
はむ
と
す
。
佛 ほと
け。
四 し
天 て
ん王 わ
うに
。
ゆ
る
し
て
。
そ
の
棺 くは
んを
。
に
な
は
し
め
。
み
づ
か
ら
。
香 か
う爐 ろ
を
と
り
て
。
前 ま
えに
在 あ
りて
。
ゆ
き
給
ふ
と
云 う
ん
。
浄 じや
う飯 ぼ
ん王 わ
う泥 な
い

お
ん
經 ぎや
うに
出 い
でた
り
」
07オ
 盂
盆
献
供
儀
○
七

（
白
丁
）
」
07ウ
―173―
盂
蘭
盆
獻
供
儀
并
縁
起
盂 う
蘭 ら
ん盆 ぼ
んと
云 い
つは
。
こ
れ
佛 ぶ
つ弟 で
子 し
の
孝 か
うを
申 の
べ。
恩 お
んを
報 は
うず
る
法 は
うな
り
。
盂 う
蘭 ら
んの
二
字 じ
は
。
天 て
ん
竺 ぢ
くの
語 こと
ば。
か
ら
の
こ
と
ば

た
う言 ご
んに
は
。
倒 た
う懸 け
んと
い
ふ
。
倒 た
う懸 け
んと
は
。
う
え
か
は
く
飢 け
渇 か
つの
く
る
し
み
な
り
。
盆 ぼ
んの
一
字 じ
は
。
も
と
よ
り

た
う言 ご
ん。
そ
の
苦 く
るし
み
を
す
く
ふ
。
噐
う
つ
は
も
のを
云
な
り
。
い
は
ゆ
る
。
種 し
ゆ
の
き
よ
く
い
さ
ぎ
よ
き
浄 じや
う潔 け
つの
。
碗 わ
ん鉢 は
つを
も
つ
て
。
種 し
ゆ
の
浄 じや
う潔 け
つの
。
美 み
食 じ
きを
盛 も
り。
十
方 は
うの
」
01オ
 盂
盆
献
供
儀
○
一

僧 そ
うに
供 く
養 や
うし
て
。
其 そ
の
ち
ゝ
は
ゝ
父 ぶ
毋 も
の
。
倒 た
う懸 け
んの
苦 く
るし
み
を
。
す
く
ふ
な
り
。
こ
れ
目 も
く連 れ
ん尊 そ
ん者 じ
やの
。
毋 は
ゝ
を
た
す
け
し
よ
り
。
は
じ
ま
れ
り
。
ひ
そ
か
に
經 きや
う文 も
んを
う
か
ゞ
ひ
見
る
に
。
大 だ
い目 も
く揵 け
ん連 れ
ん。
は
じ
め
。
六
通 つ
うを
え
て
。
父 ぶ
毋 も
を
度 ど
し
て
。
乳 に
う哺 ぼ
の
恩 お
ん
を
報 は
うぜ
ん
と
お
も
ひ
。
す
な
は
ち
道 だ
う眼 げ
んを
以 も
つて
。
世 せ
間 け
んを
み
る
觀 くわ
ん視 し
せ
し
に
。
そ
の
亡 ま
う毋 も
。
餓 が
鬼 き
の
中 な
かに
生 しや
うじ
て
。
飲 お
ん食 じ
きを
み
ず
。
か
は
ほ
ね
つ
ら
な
り
た
ち
皮 ひ
骨 こ
つ連 れ
ん立 り
うせ
り
。
目 も
く連 れ
ん
か
な
し
み
あ
は
れ
む
悲 ひ
哀 あ
いし
。
鉢 は
ちを
も
つ
て
飯 い
ひを
盛 も
り。
ゆ
い
て
。
」
01ウ
―174―
其
毋
そ
の
は
ゝに
餉 かれ
い
ひす
る
に
。
飯 い
ひ
猛 みや
う火 く
はと
化 け
し
。
つ
ゐ
に
食 じ
きす
る
こ
と
を
え
ず
。
目
連
も
く
れ
ん
い
た
く
な
き
痛 つ
う哭 こ
くし
て
。
佛 ほと
けに
ま
う
す
。
佛 ほと
けの
の
た
ま
は
く
。
汝 なん
ぢが
毋 は
ゝ。
罪 つ
みお
も
し
。
汝 なん
ぢ一
人 に
んの
ち
か
ら
に
し
て
は
。
い
か
む
と
も
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
十
方 は
う衆 し
ゆ僧 ぞ
うの
威 ゐ
神 じ
んの
力 ちか
らを
か
り
。
ま
さ
に
七
月
十
五
日
。
佛 ぶ
つ
歓 くは
ん喜 ぎ
日 に
ち。
僧 そ
う自 じ
恣 し
の
時 と
きに
お
ゐ
て
。
毋 は
ゝの
た
め
に
。
盂 う
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん斎 さ
い
を
ま
う
け
。
佛 ほと
け
及 およ
び僧 そ
うに
。
供 く
養 や
うせ
ば
。
は
じ
め
て
よ
く
。
す
く
ひ
ぬ
く
済 さ
い抜 ば
つす
べ
し
と
。
目
連
も
く
れ
ん。
を
し
へ
の
ご
と
く
。
と
き
斎 さ
い
」
02オ
 盂
盆
献
供
儀
○
二

を
ま
う
く
。
そ
の
毋 は
ゝす
な
は
ち
。
是 こ
の日 ひ
に
お
ゐ
て
。
餓 が
鬼 き
の
苦 く
るし
み
を
。
ま
ぬ
か
る
ゝ
こ
と
を
え
た
り
。
目 も
く連 れ
ん。
又 ま
た
佛 ほと
けに
と
ふ
て
い
は
く
。
未 み
來 ら
い世 せ
の
。
一 い
つ切 さ
い
の
佛 ぶ
つ

で
子 し
も
。
か
く
の
ご
と
く
。
盂 う
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん斎 さ
いを
修 し
ゆす
べ
し
や
と
。
佛 ほと
けの
の
た
ま
は
く
。
若 も
しは
比 び
丘 く
。
比 び
丘 く
尼 に
。
國 こ
く王 わ
う。
太 た
い子 し
。
大 だ
い臣 じ
ん。
宰 さ
い
相 しや
う。
三 さ
ん公 こ
う。
百 ひや
く
官 くは
ん。
万 ま
ん民 み
ん。
嚴 し
よ人 に
んを
。
論 ろ
んず
る
こ
と
な
く
。
皆 み
な此 こ
の法 は
うを
修 し
ゆし
。
現 げ
ん在 ざ
いの
父 ぶ
毋 も
は
。
寿 じ
ゆ
命 みや
う
百 ひや
く年 ね
んに
し
て
。
一 い
つ切 さ
い苦 く
悩 の
うの
。
う
れ
へ
な
く
。
乃 な
い至 し
。
七
世 せ
の
父 ぶ
毋 も
は
。
餓 が
鬼 き
の
。
」
02ウ
―175―
苦 く
るし
み
を
は
な
れ
。
人 に
ん天 で
んの
中 な
かに
生 しや
うじ
。
福 ふ
く楽 ら
く
き
は
ま
り
な
か
ら
ん
こ
と
を
。
ね
が
ふ
べ
し
と
。
是 こ
れよ
り
盂 う
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん
勝 しや
う會 ゑ
。
萬 ば
ん世 せ
に
流 ろ
通 づ
うせ
り
。
出 しゆ
つ家 け
の
人
は
通 つ
うじ
て
。
佛 ぶ
つ法 は
うを
し
れ
ば
。
此 こ
の法 は
うを
行 おこ
なひ
来 き
たり
し
事
。
ま
こ
と
に
い
ふ
も
さ
ら
な
り
。
そ
の
在 ざ
い家 け
に
お
ゐ
て
も
。
上 か
み。
天 て
ん子 し
よ
り
。
下 し
も。
嚴 し
よ人 じ
んに
至 い
た
る
ま
で
。
み
な
是 こ
れを
修 し
ゆせ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
震 し
ん旦 だ
んに
は
。
齊 せ
いの
太 た
い祖 そ
。
髙 か
う
皇 くは
う帝 て
い。
七
月
十
五
日
に
お
ゐ
て
。
あ
ま
ね
く
。
衆 し
ゆ僧 ぞ
うを
供 く
養 や
うし
給
ふ
」
03オ
 盂
盆
献
供
儀
○
三

唐 た
うの
代
宗
た
い
そ
う
皇 くは
う帝 て
いは
。
常 つ
ねに
盂 う
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん會 ゑ
を
。
禁
中
き
ん
ち
うに
ま
ふ
け
て
。
先 せ
ん祖 ぞ
の
冥 みや
う福 ふ
くに
す
ゝ
め
。
宋 そ
うの
真
宗
し
ん
そ
う。
仁
宗
じ
ん
そ
うの
。
諸
帝
し
よ
て
いに
至 い
たる
ま
で
も
。
法 は
うに
よ
り
て
。
行 おこ
なひ
給
は
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
本
朝
ほ
ん
て
うに
は
。
斉
明
さ
い
め
い
皇 くは
う帝 て
い。
は
じ
め
て
。
盂 う
蘭
盆
ら
ん
ぼ
ん供 く
を
お
こ
な
ひ
。
又 ま
た群
臣
ぐ
ん
し
んに
勅 ちよ
くし
。
諸 し
よ
寺 じ
に
お
ゐ
て
。
盂 う
蘭
盆
ら
ん
ぼ
ん
經 ぎや
うを
講 か
うじ
。
父 ぶ
毋 も
の
恩 お
んを
報 は
うぜ
し
む
。
又 ま
た
聖 しや
う武 む
皇 くは
う帝 て
い。
盂 う
蘭
盆
ら
ん
ぼ
ん
供 く
を
宮
中
き
う
ち
うに
置 お
き。
又 ま
た司 し
膳 ぜ
ん寺 じ
に
。
詔
み
こ
と
の
りし
て
。
此
」
03ウ
―176―
供 く
を
そ
な
へ
し
め
。
こ
と
に
立 た
てて
。
式 し
きと
し
給
ふ
。
そ
れ
よ
り
こ
の
か
た
。
千
秋
せ
ん
し
うか
は
ら
ず
。
直 ぢ
きに
今 い
まに
至 い
たる
ま
で
。
道
俗
だ
う
ぞ
く男
女
な
む
に
よ。
か
ど
戸 こ

に
つ
た
へ
。
家 い
ゑ

に
お
こ
な
は
ず
と
。
い
ふ
こ
と
な
し
。
然 し
かれ
ど
も
。
時 と
き
末
代
ま
つ
だ
いに
を
よ
び
。
人
淺
識
ひ
と
せ
ん
し
きな
れ
ば
。
佛 ぶ
つ教 け
うに
し
た
が
ふ
随 ず
い
順 じゆ
んし
て
。
盆 ぼ
ん供 く
を
。
い
と
な
む
も
の
ま
れ
な
り
。
お
ほ
く
は
た
ゞ
。
父 ぶ
毋 も
眷
属
け
ん
ぞ
くの
霊 れ
いに
。
飯 は
ん
菜
果
め
ん
さ
い
く
はの
類 た
ぐひ
を
。
そ
な
へ
ま
つ
り
。
こ
れ
を
盂 う
蘭
盆
ら
ん
ぼ
ん供 く
と
思 お
もへ
り
。
是 こ
れし
か
し
な
が
ら
。
盂 う
」
04オ
 盂
盆
献
供
儀
○
四

蘭 ら
ん盆 ぼ
ん
經 ぎや
うの
意 こゝ
ろを
。
し
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
十
方
じ
つ
は
う
自 じ
恣 し
の
大
徳
だ
い
と
く衆 し
ゆ僧 ぞ
うを
請 しや
うじ
て
。
供 く
養 や
うし
。
そ
の
力 ちか
らに
よ
り
て
。
父 ぶ
毋 も
を
す
く
ふ
を
こ
そ
。
盂 う
蘭 ら
ん
盆 ぼ
んと
は
い
ふ
め
れ
。
た
ゞ
父 ぶ
毋 も
眷
属
け
ん
ぞ
くの
霊 れ
いを
。
供 く
ず
る
は
。
精 しや
う
霊 りや
う
祭 まつ
りと
て
。
そ
の
事 じ
。
別 べ
つな
る
も
の
な
り
。
此 こ
のゆ
へ
に
。
孝 け
う
順 じゆ
んの
こ
ゝ
ろ
ざ
し
を
つ
く
し
て
。
古 いに
しへ
よ
り
。
な
し
来 き
たり
し
。
精 しや
う
霊 りや
うま
つ
り
を
も
。
お
こ
た
ら
ず
又 ま
たさ
ら
に
。
十
五
日
に
は
。
十
方 は
う自 じ
恣 し
の
。
衆 し
ゆ僧 ぞ
うを
請 しや
うじ
て
。
供 く
養 や
うし
。
そ
の
力
に
よ
り
て
。
」
04ウ
―177―
亡
者
ま
う
じ
やを
救 す
くふ
べ
し
。

お
よ
そ盂 う
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん供 く
は
。
他
力
た
り
きを
た
の
む
を
以 も
つて
。
本
意
ほ
ん
い
と
す
。
こ
ゝ
を
以
て
。
目 も
く
連 れ
ん尊
者
そ
ん
じ
やの
。
神
通
じ
ん
づ
う

だ
い一
な
る
す
ら
。
な
を
十
方 は
う
自 じ
恣 し
僧 そ
うの
力 ちか
らを
。
頼 た
のみ
て
。
其
毋
そ
の
は
ゝを
す
く
ひ
ぬ
く
済
抜
さ
い
ば
つし
給
ふ
。
増 ま
して
末
世
ま
つ
せ
の
人
を
や
。
ま
す

誠 まこ
とを
つ
く
し
て
。
十
方 は
う僧 そ
うの
威 ゐ
神
力
じ
ん
り
きを
。
た
の
む
べ
き
こ
と
に
こ
そ
あ
れ
。
も
し
誠 まこ
とを
つ
く
し
て
。
法 ほ
うに
よ
り
て
。
行 おこ
なふ
も
の
な
ら
ば
。
あ
な
が
ち
に
。
供 く
養 や
うの
多
少
た
せ
うに
は
。
よ
る
べ
か
ら
ず
。
貧 まづ
しき
人
は
。
ひ
と
ま
ろ
め
一
摶 だ
んの
い
ひ
飯 は
ん。
ひ
と
む
す
び
一
掬 き
くの
水 み
づに
も
あ
れ
。
」
05オ
 盂
盆
献
供
儀
○
五

十
方 は
う自 じ
恣 し
僧 そ
うを
請 しや
うじ
て
。
供 く
養 や
うし
。
其 そ
の神 じ
ん力 り
き
を
た
の
ま
ば
。
い
か
で
か
父 ぶ
毋 も
の
霊 れ
い。
た
ち
ま
地 ち
。
三
塗 づ
の
苦 く
報 ほ
うを
。
ま
ぬ
か
れ
て
。
諸 し
よ佛 ぶ
つの
浄 じや
う刹 せ
つに
。
生 しや
うぜ
ざ
ら
ん
。
つ
ら
く
父 ぶ
毋 も
の
恩 を
んを
。
は
か
り
お
も
ふ
に
。
須 し
ゆ弥 み
よ
り
も
髙 た
かく
。
巨 こ
海 か
いよ
り
も
深 ふ
かし
。
身 み
を
く
だ
き
。
骨 ほ
ねを
粉 こ
に
す
と
い
ふ
と
も
。
い
か
で
か
。
報 ほ
うじ
つ
く
す
べ
き
。
是 こ
れと
思 お
もひ
つ
ゞ
く
る
に
も
。
い
と
ゞ
。
佛 ほと
けの
慈 じ
恩 を
んの
ふ
か
く
。
法 ほ
う力 り
きの
妙 た
えな
る
こ
と
こ
そ
。
か
た
じ
け
な
く
。
有 あ
り難 が
たく
侍 はん
べれ
。
本 ほ
ん師 し
」
05ウ
―178―
釋 し
や

か
如 に
よ来 ら
い。
菩 ぼ

さ
つの
。
ち
か
ひ
を
。
た
て
給
ひ
し
。
よ
り
。
こ
の
か
た
。
や
ゝ
も
す
れ
ば
。
頭 づ
目 も
く髓 ず
い脳 の
うを
捨 す
てて
。
父 ぶ
毋 も
に
孝 け
う養 や
うし
。
天 て
ん地 ち
神 じ
ん

ぎ
も
。
感 か
ん
動 ど
うす
る
に
い
た
る
。
す
で
に
し
て
。
成 じや
う佛 ぶ
つし
。
つ
た
な
き
。
我 わ
れら
が
た
め
に
。
こ
の
濁 に
ごれ
る
世
に
。
を
り
た
ち
て
。
大 だ
い小 せ
うの
教 け
う法 ば
うを
と
き
。
さ
ま

に
こ
し
ら
へ
。
孝 け
う
順 じゆ
んの
道 み
ちを
教 お
しへ
給
ふ
。
梵 ぼ
ん網 ま
う
經 ぎや
うに
は
。
父 ぶ
毋 も
師 し
僧 そ
う。
三 さ
ん寳 ぼ
うに
孝 け
う
順 じゆ
んす
べ
し
。
孝 け
う
順 じゆ
んは
。
至 し
道 だ
うの
法 は
うな
り
。
孝 け
うを
名 な
づ
け
」
06オ
 盂
盆
献
供
儀
○
六

て
戒 か
いと
し
。
又 ま
たは
制 せ
い止 し
と
名 な
づ
く
と
と
き
。
涅 ね
槃 は
ん
經 ぎや
う
に
は
。
奇 き
な
る
か
な
。
父 ぶ
毋 も
。
わ
れ
ら
を
は
ご
く
み
生 しや
う育 い
くし
て
。
大
く
る
し
み
な
や
む
苦 く
悩 の
うを
う
く
。
ま
さ
に
恩 お
んを
報 は
うじ
て
。
し
た
が
ひ
隨 ず
い
順 じゆ
ん
供 く
養 や
うす
べ
し
と
ゝ
き
。
難 な
ん報 は
う
經 きや
うに
は
。
左 ひだ
りの
肩 か
たに
父 ち
ゝを
持 じ
し
。
右 み
ぎの
肩 か
たに
毋 は
ゝを
持 じ
し
。
千 せ
ん年 ね
んを
ふ
る
経 きや
う
歴 りや
くし
て
。
せ
な
か
の
う
へ
背 は
い
上 しや
うに
お
ゐ
て
。
便 べ
ん利 り
を
し
む
と
も
。
猶 な
を父 ぶ
毋 も
の
恩 お
んを
。
報 は
うず
る
事
。
あ
た
は
じ
と
と
き
。
雜 ざ
つ寳 は
う經
に
は
。
父 ぶ
毋 も
の
も
と
に
お
ゐ
て
。
す
こ
し
の
供 く
養 へ
うを
な
す
に
。
さ
い
は
い
福 ふ
くを
得 う
る
こ
と
。
は
か
り
」
06ウ
―179―
な
し
。
す
こ
し
の
不 ふ
順 しゆ
んを
な
す
に
。
罪 つ
みを
得 う
る
こ
と
ま
た
は
か
り
な
し
と
と
き
。
又 ま
たむ
か
し
の
孝 け
う養 や
うに
よ
り
て
。
今 い
ま
成 じや
う佛 ふ
つす
る
こ
と
を
。
え
た
り
と
と
き

ゑ
ん子 し
經 きや
うに
は
。
我 わ
れを
し
て
。
と
く
無 む
上 じや
う
正 しや
う真 し
んの
道 み
ちを
成 じや
うぜ
し
む
る
も
の
は
。
皆 み
な孝 け
う徳 と
くに
よ
れ
り
と
ゝ
き
。
地 ぢ
獄 ご
く
經 きや
うに
は
。
人 ひ
との
弟 で
子 し
と
し
て
。
師 し
僧 そ
う
の
過 と
がを
と
く
も
の
は
。
た
と
ひ
師 し
。
ま
こ
と
実 し
つな
り
と
も
い
の
ち
お
は
り
命 みや
う終 じ
うし
て
。
か
な
ら
ず
地 ぢ
獄 ご
くに
い
り
。
其 そ
の
し
た
舌 ぜ
つ
根 こ
んを
く
ら
は
る
。
も
し
好 こ
う食 じ
き美 み
果 く
は等 と
うを
得 え
て
。
」
07オ
 盂
盆
献
供
儀
○
七

父 ぶ
毋 も
師 し
僧 そ
うに
あ
た
へ
ず
し
て
。
ま
づ
み
づ
か
ら
く
ひ
食 じ
き
く
ら
ふ 
た
んす
れ
ば
。
餓 が
鬼 き
の
中 な
かに
お
ち
。
後 の
ち生 む
まれ
て
。
人 ひ
とと
な
り
て
も
。
ま
づ
し
く
貧 び
ん窮 ぐ
うな
り
と
と
き
。
中 ち
う陰 お
ん
經 きや
うに
は
。
児 こ
生 う
まれ
て
。
三
歳 さ
いに
い
た
る
ま
で
。
毋 は
ゝの
乳 ち
を
飲 の
む
こ
と
。
一
百 ひや
く八
十
斛 こ
くな
り
と
と
き
。
増 ぞ
う一
阿 あ
含 ご
ん
經 ぎや
うに
は
。
父 ふ
毋 も
に
孝 け
う
順 じゆ
んし
。
供 く
養 や
うす
る
功 く
徳 ど
く果 く
は報 は
うは
。
一
生 しや
う補 ふ
處 し
よの
菩 ぼ

さ
つの
功 く
徳 ど
くと
。
一
ひ
と
し
等 と
うな
り
と
と
き
。
又 ま
た
佛 ほと
け。
も
ろ

の
比 び
丘 く
に
告 つ
げた
ま
は
く
。
若 も
し衆 し
ゆ
生 じや
うあ
り
て
。
お
ん
を
か
へ
す
こ
と
返 へ
ん復 ふ
くを
し
ら
ば
。
此 こ
の人 ひ
とう
や
ま
ふ
」
07ウ
―180―
べ
し
。
小 せ
う恩 お
んす
ら
尚 な
をわ
す
れ
ず
。
い
か
に
い
は
ん
や
大 だ
い恩 お
んを
や
。
た
と
ひ
此 こ
の
間 あい
だを
は
な
る
ゝ
こ
と
。
百 ひや
く千 せ
ん由 ゆ
旬 じゆ
んな
り
と
も
。
な
を
我 わ
れに
ち
か
づ
く
に
こ
と
な
ら
ず
。
我 わ
れ常 つ
ねに
ほ
め
ほ
む

た
ん誉 よ
す
。
若 も
し衆 し
ゆ
生 じや
う
あ
り
て
。
返 へ
ん復 ふ
くす
る
こ
と
を
。
し
ら
ざ
る
も
の
は
。
大 だ
い
恩 お
んす
ら
尚 な
をお
も
は
ず
。
い
か
に
い
は
ん
や
小 せ
う恩 お
んを
や
。
か
れ
我 わ
れに
ち
か
づ
か
ず
。
我
も
か
れ
に
近 ち
かづ
か
ず
。
た
と
ひ
僧 そ
う伽 が
梨 り
を
被 き
て
。
わ
が
左 さ
右 う
に
あ
り
と
も
。
此 こ
の人
猶 な
をと
を
し
。
是 こ
の故 ゆ
へに
比 び
丘 く
。
ま
さ
に
」
08オ
 盂
盆
献
供
儀
○
八

返 へ
ん復 ふ
くす
る
こ
と
を
お
も
ふ
べ
し
と
と
き
。
心 し
ん地 ぢ
観 くわ
ん
經 ぎや
うに
は
。
若 も
し衆 し
ゆ
生 じや
うあ
り
て
。
不 ふ
孝 け
うを
行 きや
うじ
。
毋 は
ゝを
し
て
。
暫 ざ
ん時 じ
も
う
ら
み
恨 こ
ん心 し
んを
お
こ
さ
し
め
。
う
ら
み
怨 お
ん念 ね
んの
辞 こと
ば
す
こ
し
ば
か
り
少 せ
う分 ぶ
んも
生 しや
うじ
ぬ
れ
ば
。
子 こ
す
な
は
ち
。
言 こ
とに
し
た
が
ひ
。
苦 く
難 な
んに
あ
ふ
。
若 も
し男 な
ん女 に
よあ
り
て
。
毋 は
ゝの
教 おし
へ
に
よ
り
。
か
ほ
ば
せ
顔 げ
ん色 じ
きを

ぜ
う
順 じゆ
んし
て
。
相 さ
う違 い
せ
ざ
れ
ば
。
一
切 さ
いの
災 さ
い難 な
ん。
こ
と

く
き
え
の
ぞ
く
消 せ
う除 じ
よし
。
諸 し
よ天 て
ん
ま
も
り
擁 お
う
ま
も
る
護 ご
し
て
。
常 つ
ねに
安 あ
ん楽 ら
くな
り
と
と
き
。
観 くは
ん無 む
量 りや
う寿 じ
ゆ
經 きや
うに
は
。
父 ぶ
毋 も
に
孝 け
う養 や
うす
る
は
。
三
世 ぜ
の
諸 し
よ佛 ぶ
つ。
淨 じや
う
」
08ウ
―181―
業 ご
うの
正 しや
う因 ゐ
んな
り
と
ゝ
き
。
父 ぶ
毋 も
恩 お
ん重 ぢ
う
經 きや
うに
は
。
父 ぶ
毋 も
の
恩 お
ん徳 ど
く。
は
か
り
な
く
。
ほ
と
り
な
し
。
た
と
ひ
人
あ
り
て
。
左 ひた
りの
肩 か
たに
父 ち
ゝを
に
な
ひ
。
右 み
ぎの
肩 か
たに
毋 は
ゝを
に
な
ひ
。
須 し
ゆ弥 み
山 せ
んを
め
ぐ
る
こ
と
。
百 ひや
く千 せ
ん
め
ぐ
り
匝 ざ
うを
ふ
る
と
も
。
父 ぶ
毋 も
の
深 じ
ん恩 お
んを
。
報 は
うず
る
こ
と
あ
た
は
じ
。
恩 お
んを
報 は
うず
る
こ
と
を
。
え
む
と
お
も
は
ゞ
。
父 ぶ
毋 も
の
た
め
に
。
此 こ
の
經 きや
うを
か
き
う
つ
す
書 し
よ写 し
やし
。
父 ぶ
毋 も
の
た
め
に
。
此 こ
の
經 きや
うを
よ
む
讀 ど
く誦 じ
ゆし
。
父 ぶ
母 も
の
た
め
に
。
つ
み
と
が
罪 ざ
い

け
んを
く
や
み
懴 さ
ん悔 げ
し
。
父 ぶ
毋 も
の
た
め
に
。
三
寳 ば
う
」
09オ
 盂
盆
献
供
儀
○
九

を
供 く
養 や
うし
。
父 ぶ
毋 も
の
た
め
に
。
斉 さ
い戒 か
いを
う
け
受 じ
ゆ持 じ
し
。
父 ぶ
毋 も
の
た
め
に
。
布 ふ
施 せ
修 し
ゆ福 ふ
くせ
よ
。
若 も
しよ
く
。
か
く
の
ご
と
く
な
る
と
き
は
。
孝 け
う
順 じゆ
んの
子 こ
と
せ
む
。
此 こ
の
行 ぎや
うを
な
さ
ゞ
る
は
。
こ
れ
地 ぢ
獄 ご
くの
人
な
り
と
と
き
給
ふ
。
か
く
の
ご
と
き
の
文 も
ん。
ひ
ろ
く
は
。
法 は
う苑 お
ん
珠 じ
ゆ林 り
ん等 と
うの
。
書 し
よに
見
え
た
り
。
悉 こと
く
し
る
し
か
た
し
。
世 よ
の
人
。
た
や
す
く
。
釋 しや
く氏 し
は
。
父 ち
ゝを
無 な
みし
。
毋 は
ゝを
無 な
みす
と
い
ふ
。
み
き
く
こ
と
見 け
ん聞 も
んの
。
ひ
ろ
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。
し
か
る
に
。
孝 か
うに
二
つ
あ
り
。
一 ひと
つに
は
世 せ
間 け
んの
孝 か
う
」
09ウ
―182―
二 ふた
つに
は
。
出 しゆ
つ世 せ
間 け
んの
孝 か
うな
り
。
そ
の
情 じや
うに
し
た
が
ひ
。
そ
の
形 かた
ちを
た
す
く
る
は
。
世 せ
間 け
んの
孝 か
うな
り
。
そ
の
性 しや
う
に
し
た
が
ひ
。
そ
の
神 し
んを
た
す
く
る
は
。
出 しゆ
つ世 せ
間 け
んの
孝 か
うな
り
。
こ
の
ゆ
へ
に
。
世 せ
間 け
んの
孝 か
うを
以 も
つて
は
。
一 い
つ世 せ
の
禮 れ
い法 は
うを
ま
も
り
。
時 と
きに
し
た
が
つ
て
。
衣 い
食 しよ
くの
資 し
具 ぐ
を
供 く
し
。
出 しゆ
つ世 せ
間 け
んの
孝 か
うを
以 も
つて
は
。
三
世 ぜ
の
遠 お
ん見 け
んを
ひ
ら
き
。
機 き
に
し
た
が
ひ
。
顕 け
ん密 み
つの
教 け
う
法 ば
うを
す
ゝ
む
べ
し
。
蓮 れ
ん池 ち
大 だ
い師 し
の
い
は
く
。
そ
の

し
ん
を
す
ゝ
む
る
に
。
斉 さ
い戒 か
い念 ね
ん佛 ぶ
つを
以 も
つて
し
。
な
が
く
」
10オ
 盂
盆
献
供
儀
○
十

六
趣 し
ゆを
は
な
れ
。
蓮 れ
ん胎 た
いに
質 かた
ちを
托 た
くし
。
し
た
し
く
弥 み
陀 だ
を
見
た
て
ま
つ
り
。
不 ふ
退 た
い轉 て
んを
得 え
せ
し
む
る
を
。
出 しゆ
つ世 せ
間 け
んの
大 だ
い孝 か
うと
名 な
づ
く
と
。
ま
こ
と
な
る
哉 か
な。
い
へ
る
こ
と
。
人 ひ
との
子 こ
の
。
劬 く
労 ら
うの
恩 お
んに
報 は
うず
る
。
こ
ゝ
に
お
ゐ
て
。
大 おほ
いな
り
と
す
。
世 よ
の
人 ひ
と。
そ
の
子 こ
の
我 わ
れ
に
。
孝 か
うな
ら
ん
こ
と
を
。
こ
ひ
ね
が
へ
ど
も
。
み
づ
か
ら
。
そ
の
心 こゝ
ろを
お
し
。
そ
の
身 み
を
か
ろ
め
て
。
そ
の
親 お
や
に
。
孝 け
う養 や
うを
つ
く
す
も
の
。
ま
れ
な
り
。
老 お
ひた
る
も
。
少 わか
きも
。
父 ぶ
毋 も
世 よ
に
い
ま
さ
ば
。
す
ゝ
め
て
。
斉 さ
い戒 か
い
」
10ウ
―183―
念 ね
ん佛 ぶ
つせ
し
め
。
父 ぶ
毋 も
世
を
さ
ら
ば
。
常 つ
ねに
つ
と
め
て
。
作 さ
善 ぜ
ん追 つ
い福 ふ
くす
べ
し
。
又 ま
た年 と
し
の
七
月
十
五
日
に
は
。
盂 う
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん斉 さ
いを
ま
ふ
け
。
佛 ほと
け。
お
よ
び
。
十
方 は
うの
自 じ
恣 し
僧 そ
うに
供 く
養 や
うし
。
こ
と
に
は
。
父 ぶ
毋 も
の
深 じ
ん恩 お
んを
報 は
う答 た
うし
。
す
べ
て
は
。
法 は
う界 か
いの
衆 し
ゆ
生 じや
うに
。

ゑ
向 か
うす
べ
し
。

お
よ
そ善 ぜ
ん根 ご
んを
修 し
ゆす
れ
ど
も
。

ゑ
向 か
うの
心 こゝ
ろ。
あ
ま
ね
か
ら
ざ
れ
ば
。
そ
の
功 く
徳 ど
く。
か
ぎ
り
あ
り
。
必 かな
ら
ず修 し
ゆす
る
と
こ
ろ
の
善 ぜ
んは
。
ひ
ろ
く
衆 し
ゆ
生 じや
うに
。
ほ
ど
こ
す
べ
き
な
り
。
ま
し
て
佛 ほと
けも
。
よ
ろ
づ
の
。
生 い
き
」
11オ
 盂
盆
献
供
儀
○
十
一

と
し
い
け
る
も
の
は
。
皆 み
なひ
と
し
く
。
父 ぶ
毋 も
な
り
と
と
き
給
ふ
を
や
。
し
か
は
あ
れ
ど
。
わ
き
て
其 そ
の
親 し
んを
愛 あ
いし
て
。
人 ひ
とに
お
よ
ぼ
す
を
こ
そ
。
道 み
ちと
は
云 い
ふめ
れ
ば
。
ま
づ
今 こ
ん
生 じや
うの
父 ぶ
毋 も
に
。
孝 か
う
順 じゆ
んし
。
次 つ
ぎ
て
。
生 しや
う
の
父 ぶ
毋 も
に
。
お
よ
ぼ
す
べ
し
。
ゆ
へ
に
こ
そ
。
芝 し
園 お
ん祖 そ
師 し
も
。
如 に
よ来 ら
いに
な
ら
ひ
て
。
ま
づ
二 に
親 し
んを
度 ど
し
。
目 も
く連 れ
んに
な
ら
ひ
て
。
ま
づ
亡 ま
う毋 も
を
す
く
は
む
と
は
。
ち
か
ひ
給
ふ
ら
め
。
さ
れ
ば
。
古 いに
し
へ
の
。
髙 か
う僧 そ
う名 め
い緇 し
と
。
稱 せ
うす
る
人
。
い
ま
だ
」
11ウ
―184―
其 そ
の親 し
んに
。
孝 か
うな
ら
ざ
る
は
あ
ら
じ
。
道 だ
う興 こ
う律 り
つ師 し
は
。
身 み
を
す
て
。
命 いの
ちを
か
ろ
め
。
乱 ら
ん賊 ぞ
くの
中 な
かに
入 い
りて
。
毋 は
ゝを
す
く
ひ
。
道 だ
う紀 き
法 ほ
つ師 し
は
。
常 つ
ねに
毋 は
ゝを
荷 にな
ひて
。
聴 て
う学 が
くし
。
道 だ
う
明 みや
う禅 ぜ
ん師 じ
は
。
蒲 ほ
履 り
を
作 つ
くり
て
。
毋 は
ゝを
や
し
な
へ
り
。
か
く
の
ご
と
き
の
賢 け
ん
孝 か
うの
儔 とも
が
ら。
つ
ぶ
さ
に
あ
げ
が
た
し
。
そ
れ
が
し
。
故 こ
郷 きや
うを
は
な
れ
て
。

お
よ
そ二
十
餘 よ
年 ね
ん。
う
ら
む
ら
く
は
。
常 つ
ねに
親 し
んの
か
た
は
ら
に
。
侍 じ
し
て
。
孝 け
う養 や
う
を
つ
く
す
こ
と
。
あ
た
は
さ
る
こ
と
を
。
は
る
か
に
。
古 こ
」
12オ
 盂
盆
献
供
儀
○
十
二

郷 きや
うを
。
千 せ
ん里 り
の
外 ほ
かに
の
ぞ
み
。
み
づ
か
ら
不 ふ
孝 か
う
を
も
つ
て
。
毋 は
ゝに
謝 じ
やす
。
毋 は
ゝの
い
は
く
。
我 わ
れを
諭 さ
と
す
に
。
佛 ぶ
つ道 だ
うを
も
つ
て
す
る
。
是 こ
れ大 だ
い孝 か
うに
あ
ら
ず
や
と
。
又
い
は
く
。
我 わ
れを
か
へ
り
み
る
帰 き
省 せ
いす
る
に
よ
つ
て
。
み
づ
か
ら
守 ま
もる
と
こ
ろ
を
。
さ
ま
た
ぐ
べ
か
ら
ず
と
。
お
も
ひ
み
る
に
。
わ
が
毋 は
ゝ。
佛 ぶ
つ道 だ
うの
遠 お
ん理 り
に
。
く
ら
し
と
い
へ
ど
も
。
丈 ぢや
う夫 ぶ
の
。
心 こゝ
ろざ
し
。
あ
る
が
ご
と
し
。
む
か
し
明 みや
う教 げ
う大 だ
い師 し
。
は
じ
め
道 だ
うを
。
四 し
方 は
うに
と
は
ん
と
。
し
給
ふ
と
き
。
郷 きや
う人 ひ
と。
こ
れ
を
と
ゞ
む
る
あ
り
。
其 そ
の毋 は
ゝ
」
12ウ
―185―
の
い
は
く
。
汝 なん
ぢす
て
に
。
佛 ほと
けに
し
た
が
へ
り
。
そ
の
道 た
うを
つ
と
め
ん
こ
と
。
宜 む
べな
り
。
な
ど
愛 あ
いを
以 も
つて
。
汝 なん
ぢを
滞 とゞ
こ
ほら
し
め
む
と
。
ま
こ
と
に
い
み
じ
く
。
た
う
と
か
り
け
る
心 こゝ
ろな
り
。
我 わ
が毋 は
ゝ。
こ
れ
に
た
ぐ
ふ
べ
き
に
あ
ら
ね
ど
。
そ
の
か
へ
り
み
る
帰 き
省 せ
いす
る
に
よ
り
て
。
自 みづ
か
ら守 ま
もる
と
こ
ろ
を
。
さ
ま
た
げ
ざ
れ
と
い
へ
る
一 ひ
と言 こ
とは
。
お
ほ
く
ゆ
づ
る
ま
し
き
を
や
。
た
ゞ
は
づ
ら
く
は
。
そ
れ
が
し
。
明 みや
う敎 げ
うの
あ
と
を
学 ま
なぶ
こ
と
あ
た
は
ず
し
て
。
徒 た
ゞに
。
背 は
い恩 お
んの
人
と
な
ら
ん
こ
と
を
。
し
づ
か
に
。
お
も
ひ
つ
ゞ
く
れ
は
。
」
13オ
 盂
盆
献
供
儀
○
十
三


な
み
だ漣 れ
ん然 ぜ
んと
し
て
く
だ
り
。
毋 は
ゝの
言 こ
と葉 ば
の
も
た
し
が
た
く
て
。
こ
ゝ
に
及 お
よべ
り
。
見
む
人
。
親 し
ん愛 あ
いす
る
と
こ
ろ
に
。
辟 へ
きす
と
い
ふ
の
そ
し
り
。
わ
れ
い
か
に
し
て
か
辞 じ
せ
ん
。
む
か
し
芝 し
薗 お
ん祖 そ
師 し
。
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん献 け
ん供 く
儀 ぎ
と
い
へ
る
。
書
を
あ
ら
は
し
て
。
天
下
に
流 る
布 ふ
し
。
盆 ぼ
ん
供 く
の
法 は
うを
し
め
し
給 た
まふ
。
し
か
れ
ど
も
士 し
女 ぢ
よの
ひ
ら
き
見
る
に
。
た
へ
ざ
る
も
の
お
ほ
し
。
こ
の
ゆ
へ
に
。
三
五
年 ね
んが
さ
き
。
如 に
よ來 ら
いの
金 き
ん言 げ
ん。
祖 そ
師 し
の
供 く
儀 ぎ
に
よ
つ
て
。
も
ろ
こ
し
の
。
こ
は
き
文
を
。
此 こ
の國 く
にの
。
耳 み
ゝ
」
13ウ
―186―
な
れ
た
る
辞 こと
ばに
か
へ
て
。
盆 ぼ
ん供 く
の
縁 ゑ
ん起 ぎ
。
一
巻 くは
ん
を
あ
ら
は
し
。
い
さ
ゝ
か
。
父 ぶ
毋 も
の
恩 お
んに
む
く
ふ
。
樂 げ
う善 ぜ
ん
の
士 し
女 じ
よ。
し
た
が
ひ
お
こ
な
ふ
も
の
。
お
ほ
し
。
今 こ
年 と
し
は
じ
め
の
あ
き
孟 ま
う
秋 し
う。
た
ま

。
感 か
んず
る
と
こ
ろ
あ
り
て
。
前 さ
きの
文 も
んを
。
刪 さ
ん補 ほ
し
さ
だ
め
て
。
盂 う
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん獻 け
ん供 く
儀 ぎ
と
名
づ
く
。
ね
が
ふ
と
こ
ろ
は
。
貴 き
賤 せ
ん老 ら
う少 せ
うと
な
く
。
佛 ぶ
つ教 け
うに
隨 ず
い
順 じゆ
んし
て
。
盆 ぼ
ん供 く
を
い
と
な
み
。
自 し
他 た
の
父 ぶ
毋 も
を
し
て
。
す
み
や
か
に
。
悪 あ
く趣 し
ゆを
は
な
れ
。
お
な
じ
く
淨 じや
う刹 せ
つに
い
た
ら
し
め
む
と
也
」
14オ
 盂
盆
献
供
儀
○
十
四

（
白
丁
）
」
14ウ
―187―
」15オ
 盂
盆
献
供
儀
○
十
五

」
15ウ
―188―
目餉母忽化火炭目説盆供母生天上
盂
蘭
盆
獻
供
儀

お
よ
そ盂 う
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん供 く
を
。
修 し
ゆせ
む
と
お
も
は
ゞ
。
ま
つ
力 ちか
ら
を
つ
く
し
て
。
道 だ
う
塲 ぢや
うを
か
ざ
り
莊 しや
う厳 ご
んし
。
百 ひや
く味 み
。
五 ご
果 く
は。
香 か
う。
油 ゆ
。
と
も
し
び
挺 ちや
う燭 そ
く等 と
うの
。
供 く
養 や
う物 も
つを
。
そ
な
へ
お
き
。
み
づ
か
ら
。
み
く
ち
こ
ゝ
ろ
身 し
ん口 く
意 い
を
き
よ
め
。
道 だ
う
塲 ぢや
うに
い
た
り
。
焼 せ
う香 か
う禮 ら
い拜 は
いし
。
を
は
つ
て
。
ひ
ざ
ま
づ
き
て
を
あ
は
せ
長 ちや
う跪 き
合 が
つ
掌 しや
うし
。
あ
ま
ね
く
。
三
寳 ば
うを
請 しや
うず
べ
し
。
こ
れ
に
。
六
位 ゐ
あ
り
。

だ
い一
に
。
本 ほ
ん師 し
釋 し
や

か
如 に
よ来 ら
いを
請 しや
うじ
。

だ
い
」
16オ
 盂
盆
献
供
儀
○
十
六

二
に
。
盂 う
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん
經 きや
う蔵 ざ
うを
請 しや
うじ
。
第 だ
い三
に
。
十
方 は
う自 じ
恣 し
の
菩 ぼ

さ
つ僧 そ
うを
請 しや
うじ
。

だ
い四
に
。
十
方 は
う
自 じ
恣 し
の
縁 ゑ
ん覺 が
く僧 そ
うを
請 しや
うじ
。
第 だ
い五
に
。
十
方 は
う自 じ
恣 し
の
。
聲 しや
う聞 も
ん僧 ぞ
うを
請 しや
うじ
。

だ
い六
に
。
目 も
く連 れ
ん
	
そ
ん者 じ
やを
請 しや
うず
る
な
り
。
ま
さ
し
く
請 しや
うじ
た
て
ま
つ
る
と
き
は
。
心 こゝ
ろに
お
も
へ
。
佛 ほと
け
及 およ
び十
方 は
うの
自 じ
恣 し
僧 そ
う。
わ
が
誠 まこ
とを


か
ん
がみ
。
わ
が
請 しや
うに
。
し
た
が
ひ
。
道 だ
う
塲 ぢや
うに
く
だ
り
の
ぞ
み
降 が
う臨 り
んし
。
我 わ
か供 く
養 や
うを
う
け
給
ふ
と
。
か
な
ら
ず
誠 まこ
とを
つ
く
す
べ
し
。
ゆ
め

。
か
ろ
輕 きや
う
」
16ウ
―189―
が
ろ
し
く
卒 そ
つ
に
す
べ
か
ら
ず
。
そ
の
請
ず
る
文 も
んは
。
下 し
もに
列 つ
ら
ぬ
る
が
ご
と
し
一
心 し
んに
請 しや
うじ
た
て
ま
つ
る
。
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん教 け
う主 し
ゆ。
久 く
報 は
う親 し
ん恩 お
ん。
釋 し
や

か
牟 む
尼 に
佛 ぶ
つ。
た
ゞ
ね
が
は
く
は
。
道 だ
う
塲 ぢや
うに
降 が
う臨 り
んし
て
。
わ
が
供 く
養 や
うを
う
け
給
へ
三
た
び
請 しや
うじ
て
一
礼 ら
いせ
よ
。
下 し
もみ
な
。
こ
れ
に
お
な
じ
一
心 し
んに
請 しや
うじ
た
て
ま
つ
る
。
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん至 し
教 け
う。
報 は
う親 し
ん
拔 ば
つ苦 く
法 は
う門 も
ん。
修 し
ゆ多 た
羅 ら
蔵 ざ
う。
た
ゞ
ね
が
は
く
は
。
道 だ
う
塲 ぢや
うに
降 が
う臨 り
んし
て
。
わ
が
供 く
養 や
うを
う
け
給
へ
一
心 し
んに
請 しや
うじ
た
て
ま
つ
る
。
十
方 は
う自 じ
恣 し
。
得 と
く道 だ
う
聖 しや
う
」
17オ
 盂
盆
献
供
儀
○
十
七

賢 げ
ん。
菩 ぼ

さ
つ僧 そ
う衆 し
ゆ。
た
ゞ
ね
が
は
く
は
。
道 だ
う
塲 ぢや
うに
降 が
う
臨 り
んし
て
。
わ
が
供 く
養 や
うを
う
け
給
へ
一
心 し
んに
請 しや
うじ
た
て
ま
つ
る
。
十
方 は
う自 じ
恣 し
。
得 と
く道 だ
う
聖 しや
う
賢 げ
ん。
縁 ゑ
ん覚 が
く僧 そ
う衆 し
ゆ。
た
ゞ
ね
が
は
く
は
。
道 だ
う
塲 ぢや
うに
降 が
う
臨 り
んし
て
。
わ
が
供 く
養 や
うを
う
け
給
へ
一
心 し
んに
請 しや
うじ
た
て
ま
つ
る
。
十
方 は
う自 じ
恣 し
。
得 と
く道 だ
う
聖 しや
う
賢 け
ん。
聲 しや
う聞 も
ん僧 そ
う衆 し
ゆ。
た
ゞ
ね
が
は
く
は
。
道 だ
う
塲 ぢや
うに
降 が
う臨 り
ん
し
て
。
わ
が
供 く
養 や
うを
う
け
給
へ
一
心 し
んに
請 しや
うじ
た
て
ま
つ
る
。
報 は
う親 し
ん入 に
う道 だ
う。

き
教 け
う利 り
生 しや
う
」
17ウ
―190―
目 も
く連 れ
ん

そ
ん者 じ
や。
た
ゞ
ね
が
は
く
は
。
道 だ
う
塲 ぢや
うに
。
降 が
う臨 り
んし
て
。
わ
が
供 く
養 や
うを
う
け
給
へ
請 しや
うじ
お
は
り
な
ば
。
次 つ
ぎに
三
寳 は
うを
称 せ
う

た
んし
。
咒 し
ゆ
願 ぐは
んす
べ
し
釋 し
や

か
と
。
真 し
ん教 け
う法 ば
うと
。
三 さ
ん乘 ぜ
うの
賢 げ
ん
聖 じや
うと
。
目 も
く

れ
ん

そ
んと
を
。
稽 け
い首 し
ゆし
た
て
ま
つ
る
。
わ
れ
い
ま
。
教 け
う
を
う
け
て
。
親 し
ん恩 お
んを
報 は
うず
。
ね
が
は
く
は
。
慈 じ
悲 ひ
を
う
ご
か
し
て
。
讃 さ
ん嘆 だ
んを
ゆ
る
し
給
へ
わ
れ
ら
。
を
の

。

し
よ
生 しや
うの
父 ぶ
毋 も
の
。
罔 ま
う極 ご
く深 じ
ん恩 お
ん
」
18オ
 盂
	盆
献
供
儀
○
十
八


を
。
報 は
う答 た
うせ
ん
が
た
め
に
。
飯 ぼ
ん。
百 ひや
く味 み
。
五 ご
果 く
は。
香 か
う油 ゆ
。
挺 ちや
う燭 そ
くを
そ
な
へ
て
。
三
寳 ば
うと
。
十 じ
つ方 は
うの
自 じ
恣 し
大 だ
い徳 と
く。
衆 し
ゆ僧 ぞ
うと
に
。
供 く
養 や
うし
た
て
ま
つ
る
。
ね
が
は
く
は
。
現 げ
ん
在 ざ
いの
父 ぶ
毋 も
を
し
て
。
壽 じ
ゆ
命 みや
う
百 ひや
く年 ね
ん。
一 い
つ切 さ
い苦 く
悩 の
うの
。
う
れ
へ
な
く
。
乃 な
い至 し
。
七 し
ち世 せ
の
父 ぶ
毋 も
。
餓 が
鬼 き
の
く
る
し
み
を
は
な
れ
。
諸 し
よ佛 ぶ
つの
國 く
にに
生 しや
うじ
。
福 ふ
く樂 ら
くき
は
ま
り
な
か
ら
し
め
。
法 は
う界 か
いに
あ
ま
ね
き
。
無 む
量 りや
うの
衆 し
ゆ
生 じや
う。
こ
の
熏 く
ん修 し
ゆを
う
け
て
。
と
も
に
利 り
楽 ら
くに
う
る
ほ
は
む
。
三
べ
ん
と
な
ふ
べ
し
」
18ウ
―191―
咒 し
ゆ
願 くは
んし
を
は
り
て
。
次 つ
ぎに
。
本 ほ
ん師 し
釋 しや
く

そ
んの
。
名 みや
う号 が
うを
と
な
へ
よ
。
あ
る
ひ
は
七
返 へ
ん。
あ
る
ひ
は
二
十
一
返 へ
ん。
時 と
きに
し
た
が
ひ
て
。
至
心 し
んに
称 せ
う念 ね
んす
べ
し
南 な
無 む
大 た
い孝 け
う釋 し
や

か
牟 む
尼 に
佛 ぶ
つ
名 みや
う号 が
うを
と
な
へ
を
は
り
て
。
次 つ
ぎに
前 さ
きに
請 しや
うぜ
し
と
こ
ろ
の
。
三
寳 ば
うを
禮 ら
いす
べ
し
。
す
な
は
ち
又
六
位 ゐ
あ
り
。
第 た
い一
に
は
。
本 ほ
ん師 し
釈 し
や

か
牟 む
尼 に
仏 ぶ
つ。

だ
い
二
に
は
。
盂 う
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん
経 きや
う蔵 ざ
う。

だ
い三
に
は
。
菩 ぼ

さ
つ僧 そ
う。
」
19オ
 盂
盆
献
供
儀
○
十
九


だ
い四
に
は
。
縁 ゑ
ん覚 が
く僧 そ
う。

だ
い五
に
は
。
聲 しや
う聞 も
ん僧 ぞ
う。
第 だ
い六
に
は
。
目 も
く連 れ
ん尊 そ
ん者 じ
やな
り
。
を
の
	
。
と
な
ふ
る
に
し
た
が
ひ
。
い
た
り
て
ま
こ
と
至 し
誠 じや
うに
一
禮 ら
いす
べ
し
。
祖 そ
師 し
の
供 く
儀 ぎ
に
は
。
讃 さ
ん


だ
んの
文 も
ん。
あ
り
と
い
へ
ど
も
。
今
は
在 ざ
い家 け
の
士 し
女 に
よの
た
め
。
そ
の
要 よ
うを
示 し
めす
が
ゆ
へ
に
。
こ
れ
を
畧 りや
くせ
り
一 い
つ心 し
ん
頂 ちや
う禮 ら
い。
南 な
無 む
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん教 け
う主 し
ゆ。
久 く
報 は
う親 し
ん恩 お
ん。
釋 し
や

か
文 も
ん佛 ぶ
つ
一
心 し
ん
頂 ちや
う禮 ら
い。
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん至 し
教 け
う。
報 は
う親 し
ん拔 ば
つ苦 く
法 は
う門 も
ん修 し
ゆ多 た
」
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羅 ら
蔵 ざ
う
一
心
頂
禮
。
十 じ
つ方 は
う自 じ
恣 し
。
得 と
く道 だ
う
聖 しや
う賢 げ
ん。
菩 ぼ

さ
つ僧 そ
う衆 し
ゆ
心
頂
禮
。
十
方
自
恣
。
得
道
聖
賢
。
縁 ゑ
ん覚 が
く僧
衆
一
心
頂
禮
。
十
方
自
恣
。
得
道
聖
賢
。
聲 しや
う聞 も
ん僧
衆
一
心
頂
禮
。
報 は
う親 し
ん入 に
う道 だ
う。
起 き
教 け
う利 り
生 しや
う。
目 も
く

れ
ん

そ
ん者 じ
や
礼
し
お
は
ら
ば
。
次
に
。
ひ
ざ
ま
づ
き
。
あ
る
と
な
き
と
存 ぞ
ん亡 も
うの
父 ぶ
毋 も
を
。
お
ひ
お
も
ふ
追 つ
い想 さ
うし
。
至 し
誠 じや
うに
懴 さ
ん悔 げ
す
べ
し
。

お
よ
そ懴 さ
ん悔 げ
と
い
ふ
は
。
徃 す
ぎに
し
過 と
がを
悔 く
ひ。
来 き
たれ
る
善 ぜ
んを
修 し
ゆ
す
る
義 ぎ
な
れ
ば
。
た
と
ひ
。
在 ざ
い家 け
の
人 ひ
とな
り
」
20オ
 盂
盆
献
供
儀
○
二
十

と
も
。
此 こ
の盆 ぼ
ん供 く
の
日 ひ
に
あ
た
り
て
は
。
よ
ろ
し
く
父 ぶ
毋 も
に
か
は
り
て
。
三 さ
ん帰 き
。
五 ご
戒 か
い。
八 は
つ戒 か
い等
の
。
法 は
うを
う
け
。
下 し
もの
文 も
んを
と
な
へ
て
。
懴 さ
ん悔 げ
を
修 し
ゆす
べ
き
な
り
。
そ
の
こ
ゝ
ろ
ざ
し
深 ふ
かふ
し
て
。
常 つ
ねに
持 ぢ
戒 か
い修 し
ゆ善 ぜ
んの
人
は
。
い
よ
	
よ
し
可 か
也 な
り
至 し
心 し
んに
懴 さ
ん悔 げ
す
。
わ
れ
ら
う
め
る
と
こ
ろ


し
よ
生 しや
うの
父 ぶ
毋 も
。
多 た
世 せ
の
親 し
ん縁 ゑ
ん。
み
づ
か
ら
真 し
ん
常 じや
うに
そ
む
き
。
と
こ
し
な
へ
に
。
生 しや
う死 し
に
な
が
る
。
無 む
明 みや
うに
し
た
が
つ
て
。
倒 た
う想 さ
うし
。
欲 よ
く
境 きや
うに
し
た
が
つ
て
。
攀 ほ
ん縁 ゑ
んす
。
六
情 じや
うを
ほ
し
ひ
ま
」
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ま
に
し
て
。
こ
と
さ
ら
に
十
悪 あ
くを
つ
く
る
貪 と
ん。
嗔 し
ん
邊 へ
ん見 け
ん。
殺 せ
つ。
盗 た
う。
邪 じ
や婬 ゐ
ん。
兩 りや
う舌 ぜ
つ。
悪 あ
つ口 く
も
つ
て
欺 ご
誣 ふ
し
。
綺 き
語 ご
。
妄 ま
う言 ご
ん。
し
か
も
誑 わ
う惑 わ
くす
。
し
か
の
み
な
ら
ず
。
た
か
ら
財 ざ
いを
お
し
み
。
い
ろ
色 し
きに
す
さ
み
。
酒 さ
けを
た
の
し
み
。
音 こ
ゑ
を
た
し
む
。
僧 そ
う尼 に
を
あ
な
ど
り
は
づ
か
し
め
慢 ま
ん辱 に
くし
。
佛 ぶ
つ法 は
うを
か
ろ
し
め
輕 きや
う
凌 りや
うし
。
衆 し
ゆ
生 じや
うの
。
血 け
つ肉 に
くを
く
ら
ひ
く
ら
ふ

ざ
ん

た
んし
。
無 む
量 りや
うの
い
け
る
も
の
含 が
ん霊 れ
いを
。
や
ぶ
り
そ
こ
な
ふ
傷 しや
う残 ざ
んす
。
萬 ま
ん劫 ご
うの
殃 わざ
は
ひを
お
も
は
ず
。
た
ゞ
一
時 じ
の
。
こ
の
め
る
美 み
を
か
へ
り
み
る
。
あ
る
ひ
は
。
現 げ
んに
わ
ざ
は
ひ
な
や
む
厄 や
く難 な
んに
あ
ひ
。
あ
る
ひ
は
。
の
ち
に
。
し
づ
み
お
ち
い
る
沈 ち
ん淪 り
んを
う
け
ん
。
か
た
じ
け
な
く
。
」
21オ
 盂
盆
献
供
儀
○
二
十
一

心 こゝ
ろを
お
こ
し
て
。
佛 ほと
けに
帰 き
す
る
こ
と
を
え
た
り
。
理 り
。
身 み
を
お
さ
め
て
。
徳 と
くに
報 は
うず
べ
し
。
さ
い
は
い
に
。
佛 ぶ
つ
歓 くは
ん喜 ぎ
日 に
ち。
僧 そ
う自 じ
恣 し
の
時 と
きに
あ
ひ
。
あ
ふ
ひ
で
ほ
と
け
調 で
う
御 ご
の
法 は
う門 も
んに
し
た
が
ひ
。
も
つ
て
盂 う
蘭 ら
ん盆 ぼ
んの
供 く
を
奉 ぶ
す
。
た
ゞ
お
も
ん
み
れ
ば
。
生 しや
う

ゑ
ん義 ぎ
お
も
く
。
哀 あ
い慕 ぼ
情 じや
うふ
か
し
。
こ
れ
に
よ
つ
て
。
た
や
す
く
。
き 瑕 け
ず 疵 し
を
の
べ
。
か
は
つ
て
。
懴 さ
ん悔 げ
を
の
ぶ
。
三 さ
ん寳 ば
う威 ゐ
神 じ
ん
の
加 か
被 び
。
衆 し
ゆ僧 ぞ
う功 く
行 ぎや
うの
冥 みや
う熏 く
んに
よ
つ
て
。
彼 か
の罪 ざ
い
根 こ
んを
し
て
。
と
も
に 
く
時 じ
に
の
ぞ
き
け
し
除 ぢ
よ滅 め
つせ
し
め
。
な
く
な
れ
る
亡 ま
う沒 も
つは
。
た
ま
」
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し
ゐ
を
。
佛 ぶ
つ國 こ
くに
う
つ
し
て
。
な
が
く
冥 みや
う途 づ
を
脱 た
つし
。
い
き
て
い
ま
す
生 しや
う存 ぞ
んは
。
こ
と
ぶ
き
を
。
人 に
ん間 げ
んに
た
も
つ
て
。
つ
ね
に
や
ま
ひ
な
や
み
病 びや
う悩 の
うな
く
。
善 ぜ
ん根 ご
んい
よ

か
た
く
。
正 しや
う信 し
んま
す

ふ
か
く
。
と
も
に
輪 り
ん

ゑ
を
い
で
ゝ
。
こ
と

く
。
安 あ
ん養 や
う
に
生 しや
うせ
ん
。
無 む
縁 ゑ
んあ
ま
ね
く
お
ほ
ひ
。
感 か
んあ
る
は
。
つ
ゐ
に
つ
う
ぜ
ん
。
ね
が
は
く
は
。
あ
は
れ
み
哀 あ
い憐 れ
んを
た
ま
は
つ
て
。
俯 ふ
し
て
。
護 ご
念 ね
んを
な
し
給
へ
一 と
な
ふ
る
こ
と
三
べ
ん
。
あ
る
ひ
は
へ
ん
。
時
の
早 さ
う晩 ば
んに
し
た
が
ふ
べ
し
懴 さ
ん悔 げ
し
を
は
り
な
ば
。
次 つ
きに
座 ざ
に
つ
き
。
盂 う
蘭 ら
ん
盆 ぼ
ん
經 ぎや
うを
讀 ど
く誦 じ
ゆせ
よ
。
あ
る
ひ
は
餘 よ
經 きや
う
或 ある
ひは
」
22オ
 盂
盆
献
供
儀
○
二
十
二

密 み
つ咒 し
ゆ。
あ
る
ひ
は
佛 ぶ
つ号 が
う。
そ
の
機 き
に
し
た
か
ひ
て
。
つ
と
む
べ
し
」
22ウ
―195―
佛 ぶ
つ説 せ
つ盂 う
蘭 ら
盆 ぼ
ん
經 きや
う
西
晋
三
蔵
法
師
竺
法
護
奉
詔
譯
聞 きけ
るこ
と
か
く
の
ご
と
し
。
一
時 じ
。
佛 ほと
け。
舎 し
や衛 ゑ
國 こ
く

ぎ
樹 じ
ゆ
給 き
う孤 こ
獨 ど
く園 お
んに
。
ま
し
ま
す
。
大 だ
い目 も
く

け
ん

れ
ん。
は
じ
め
て
。
六
通 つ
うを
え
。
父 ぶ
毋 も
を
度 ど
し
て
。
乳 に
う哺 ぼ
の
恩 お
んを
。
報 は
うぜ
ん
と
欲 ほ
つす
。
す
な
は
ち
。
道 だ
う眼 げ
んを
も
つ
て
。
世
間
せ
け
んを
。
み
る
觀 くわ
ん視 し
す
。
そ
の
亡 ま
う毋 も
を
み
る
に
。
餓
鬼
が
き
の
中 な
かに
生 しや
うじ
て
。
飲
食
お
ん
じ
きを
み
ず
。
か
は
ほ
ね
つ
ら
な
り
た
つ
皮 ひ
骨 こ
つ

立
れ
ん
り
うせ
り
。
目
連
も
く
れ
ん。
か
な
し
み
悲
哀
ひ
あ
いし
。
す
な
は
ち
。
鉢 は
ちを
も
つ
て
。
飯 い
ひを
」
23オ
 盂
盆
献
供
儀
○
二
十
三

も
り
。
徃 ゆ
いて
。
そ
の
毋 は
ゝに
。
餉 かれ
い
ひす
。
母 は
ゝ。
鉢 は
ちの
飯 い
ひを
え
て
。
す
な
は
ち
。
左 ひだ
りの
手 て
を
も
つ
て
。
鉢 は
つを
。
さ
へ
。
右 み
ぎの
手 て
に
。
食 じ
きを
と
る
。
食 じ
き。
い
ま
だ
口 く
ちに
い
ら
ざ
る
に
。
化 け
し
て
ひ 火 く
は炭 た
んと
な
り
。
つ
ゐ
に
食 じ
きす
る
こ
と
を
え
ず
。
目

も
く
れ
ん
お
ほ
い
に
さ
け
び
。
か
な
し
み
さ
け
び
な
き
な
く
悲 ひ
號 が
う
涕
泣
て
い
き
うし
て
。
は
せ
か
へ
り
。
佛 ほと
けに
ま
う
し
て
。
具 つぶ
さに
の
ぶ
る
こ
と
。
か
く
の
ご
と
し
。
ほ
と
け
の
。
の
た
ま
は
く
。
汝 なん
ぢが
毋 は
ゝ。
罪 ざ
い根 こ
んふ
か
く
。
む
す
べ
り
。
汝 なん
ぢ一
人 に
んの
力 ちか
らに
し
て
は
。
い
か
ん
と
も
す
る
に
あ
ら
ず
。
汝 なん
ぢ。
孝 け
う
順 じゆ
んの
聲 こ
ゑ。
天
地
て
ん
ち
を
う
ご
か
す
と
い
ふ
」
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と
も
。
天
神
て
ん
じ
ん。
地

ぢ
ぎ
。
邪
魔
じ
や
ま
。
外
道
げ
だ
うの
道
士
だ
う
じ
。
四
天
王
て
ん
わ
う
神 じ
んも
。
ま
た
。
い
か
ん
と
も
す
る
こ
と
。
あ
た
は
じ
。
ま
さ
に
す
べ
か
ら
く
。
十
方 は
う衆 し
ゆ僧 ぞ
うの
。
威 ゐ
神 じ
んの
力 ちか
らを
も
つ
て
。
す
な
は
ち
解
脱
げ
だ
つを
う
べ
し
。
わ
れ
今
ま
さ
に
。
救
済
く
さ
い
の
法 は
うを
と
き
て
。
一
切 さ
いの
難 な
んを
し
て
。
み
な
う
れ
へ
憂 う
く
る
し
み
苦 く
を
。
は
な
れ
し
む
べ
し
。
佛 ほと
け。
目

も
く
れ
んに
つ
げ
た
ま
は
く
。
十
方 は
うの
衆 し
ゆ僧 ぞ
う。
七
月
十
五
日
は
。
僧 そ
う自 じ
恣 し
の
時 と
きな
り
。
ま
さ
に
七
世
し
ち
せ
の
父 ぶ
毋 も
。
お
よ
び
現
在
げ
ん
ざ
いの
父 ぶ
毋 も
。
厄 や
く
難 な
んの
中 な
かの
。
も
の
ゝ
た
め
に
。
飯 ぼ
ん。
百
味
ひ
や
く
み。
五
果
ご
く
は。
灌
ぎ
う
く
は
ん
」
24オ
 盂
盆
献
供
儀
○
二
十
四

の
盆
器
ぼ
ん
き
。
香
油
か
う
ゆ
。
挺
燭
ち
や
う
そ
く。
牀 ゆ
かに
し
く
臥 ぐ
は具 ぐ
を
。
そ
な
へ
。
世 よ
の
甘
味
か
ん
み
を
つ
く
し
て
も
つ
て
。
盆 ぼ
んの
中 な
かに
つ
け
。
十
方 は
うの
大
徳
だ
い
と
く。
衆 し
ゆ僧 ぞ
うに
供 く
養 や
うす
べ
し
。
こ
の
日 ひ
に
あ
た
つ
て
。
一
切 さ
いの
聖 しや
う衆 じ
ゆ。
あ
る
ひ
は
。
山
間
せ
ん
げ
んに
あ
つ
て
。
禅
定
ぜ
ん
ぢ
や
うし
。
或 ある
ひは
。
四
道
果
し
だ
う
く
はを
え
。
或 ある
ひは
樹
下
じ
ゆ
げ
に
あ
つ
て
。
經 きや
う
行 ぎや
うし
。
あ
る
ひ
は
六

つ
う自
在
じ
ざ
いに
し
て
。
教
化
け
う
け
し
。
声
聞
し
や
う
も
ん縁 ゑ
ん覚 が
く。
或 ある
ひは
。
十
地 ぢ
の
菩
	
ぼ
さ
つ。
大 だ
い
人 に
ん権
化
ご
ん
け
の
比
丘
び
く
。
大
衆
だ
い
し
ゆの
中
に
あ
つ
て
。
み
な
お
な
じ
く
。
一
心
に
。
鉢
和
は
つ
わ
羅 ら
飯 ぼ
んを
う
く
。
清
浄
し
や
う
じ
や
うの
」
24ウ
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戒 か
いを
具 ぐ
し
て
。
聖 しや
う衆 じ
ゆの
道 だ
う。
其 そ
の徳 と
く。
汪 わ
う洋 や
うた
り
。
そ
れ
此 こ
れ等 ら
の
自 し
恣 し
の
僧 そ
うを
。
供 く
養 や
うす
る
こ
と
あ
る
も
の
は
。
現
世
げ
ん
ぜ
の
父 ぶ
毋 も
。
六
親
ろ
く
し
ん眷
属
け
ん
ぞ
く。
三
塗 づ
の
苦 く
るし
み
を
出 い
づる
こ
と
を
え
て
。
時 と
きに
應 お
うじ
て
。
解 げ
脱 だ
つし
。
衣
食
ゑ
じ
き。
自
然
じ
ね
んな
る
べ
し
。
若 も
し父 ぶ
毋 も
。
現
在
け
ん
ざ
いの
も
の
は
。
福
樂
ふ
く
ら
く
百
年
ひ
や
く
ね
んな
ら
ん
。
若 も
し七
世 せ
の
父 ぶ
毋 も
は
。
天 て
んに
生 しや
うじ
。
自
在
じ
さ
いに
化 け
生 しや
うし
て
。
天 て
んの
華
光
け
く
は
うに
い
り
な
ん
。
時 と
きに
佛 ほと
け。
十
方 は
うの
衆 し
ゆ僧 ぞ
うに
勅 ちよ
くし
た
ま
は
く
。
皆 み
なま
づ
施
主
家
せ
し
ゆ
け
の
た
め
に
。
咒
願
し
ゆ
ぐ
は
んし
て
。
」
25オ
 盂
盆
献
供
儀
○
二
十
五

七
世 せ
の
父 ぶ
毋 も
を
願 ぐわ
んじ
。
禅 せ
ん
定 ぢや
う意 い
を
行 ぎや
うじ
。
然 しか
う
し
て
の
ち
食 じ
きを
う
け
よ
。
初 は
じめ
に
食 じ
きを
う
く
る
時 と
き。
ま
づ
佛 ぶ
つ前 ぜ
ん。
塔
寺
た
う
じ
の
中 な
かの
。
佛 ふ
つ前 ぜ
んに
安
在
あ
ん
ざ
いし
て
。
衆 し
ゆ僧 ぞ
う咒
願
し
ゆ
ぐ
は
んし
。
を
は
り
て
。
す
な
は
ち
。
み
づ
か
ら
食 じ
き
を
う
く
べ
し
。
時 と
きに
目

も
く
れ
ん比
丘
び
く
。
お
よ
び
大
菩

だ
い
ぼ
さ
つ衆 し
ゆ。
み
な
お
ほ
い
に
歓 くわ
ん

ぎ
し
。
目

も
く
れ
ん。
か
な
し
み
な
く
悲
啼
泣
ひ
て
い
き
うの
聲 こ
ゑ。
釋 しや
く然 ね
んと
し
て
。
除 ぢ
よ滅 め
つす
。
こ
の
と
き
目

も
く
れ
んの
毋 は
ゝ。
す
な
は
ち
。
こ
の
日
に
お
ゐ
て
。
一
劫 こ
う。
餓
鬼
が
き
の
苦 く
るし
み
を
。
脱 だ
つす
る
こ
と
を
え
た
り
。
目

も
く
れ
んま
た
。
佛 ほと
けに
」
25ウ
―198―
ま
う
し
て
ま
う
さ
く
。
子
で
し
が
所
生
し
よ
し
や
うの
毋 は
ゝは
。
三 さ
ん
寶 ば
う功 く
徳 ど
くの
ち
か
ら
。
衆 し
ゆ僧 ぞ
う威 ゐ
神 じ
んの
。
ち
か
ら
を
か
ふ
む
る
こ
と
を
。
う
る
が
ゆ
へ
な
り
。
も
し
未
来
世
み
ら
い
せ
の
。
一
切 さ
いの
佛 ぶ
つ
子
で
し
も
ま
た
。
盂
蘭
盆
う
ら
ん
ぼ
んを
奉 ぶ
し
て
。
現
在
げ
ん
ざ
いの
父 ぶ
毋 も
。
乃
至
な
い
し
。
七
世
し
ち
せ
の
父 ぶ
毋 も
を
。
す
く
ふ
救 く
度 ど
す
べ
き
こ
と
。
し
か
る
べ
し
と
せ
ん
や
。
い
な
や
。
佛 ほと
けの
の
た
ま
は
く
。
お
ほ
い
に
よ
し
ご
ゝ
ろ
よ
く
と
へ
り
。
我 わ
れま
さ
に
。
と
か
ん
と
お
も
ふ
。
汝 なん
ぢい
ま
ま
た
と
ふ
。
善 ぜ
ん男
子
な
ん
し
。
も
し
は
。
比
丘
び
く
。
比
丘
尼
び
く
に
。
國 こ
く王 わ
う。
太
子
た
い
し
。
大
臣
だ
い
じ
ん。
宰
相
さ
い
し
や
う。
三 さ
ん公 こ
う
」
26オ
 盂
盆
献
供
儀
○
二
十
六

百 ひや
く
官 くは
ん。
萬
民
ま
ん
み
ん嚴
人
し
よ
に
んの
。
慈 じ
孝 け
うを
行 ぎや
うず
る
も
の
は
。
み
な
ま
づ
。
う
め
る
と
こ
ろ
所 し
よ
生 しや
うの
。
現
在
げ
ん
ざ
いの
父 ぶ
毋 も
。
過
去
く
は
こ
七
代 た
いの
父 ぶ
毋 も
の
た
め
に
。
七
月
十
五
日
。
佛 ぶ
つ
歡 くは
ん喜 ぎ
日 に
ち。
僧 そ
う自 じ
恣 し
の
日 ひ
に
お
ゐ
て
。
百
味
ひ
や
く
み
の
飲
食
お
ん
じ
きを
も
つ
て
。
盂
蘭
盆
う
ら
ん
ぼ
んの
中 な
かに
を
き
。
十
方
じ
つ
は
うの
。
自 じ
恣 し
僧 そ
うに
ほ
ど
こ
し
。
現
在
げ
ん
ざ
いの
父 ぶ
毋 も
を
し
て
。
壽 じ
ゆ
命 みや
う
百 ひや
く年 ね
ん
に
し
て
。
や
ま
ひ
な
く
。
一
切
苦
惱
い
つ
さ
い
く
の
うの
。
う
れ
へ
も
な
く
。
乃
至
な
い
し
七
世
し
ち
せの
父 ぶ
毋 も
。
餓
鬼
が
き
の
苦 く
るし
み
を
は
な
れ
。
人
天
に
ん
て
んの
中 な
かに
生 しや
うじ
。
福
樂
ふ
く
ら
く。
き
は
ま
り
な
」
26ウ
―199―
か
ら
し
め
む
と
。
ね
が
ふ
べ
し
。
こ
の
佛 ぶ
つ
子
で
し
。
孝 け
う
順 じゆ
んを
修 し
ゆす
る
も
の
は
。
ま
さ
に
念 ね
ん
の
中 う
ちに
。
つ
ね
に
。
父 ぶ
毋 も
乃
至
な
い
し
。
七
世
し
ち
せ
の
父 ぶ
毋 も
を
お
も
ふ
憶 お
くし
。
年 と
し

の
七
月
十
五
日
に
。
常 つ
ねに
孝
慈
け
う
じ
を
も
つ
て
。

し
よ
生 しや
うの
父 ぶ
毋 も
を
お
も
ひ
。
た
め
に
盂
蘭
盆
う
ら
ん
ぼ
んを
な
し
。
佛 ほと
けお
よ
び
。
僧 そ
うに
ほ
ど
こ
し
て
も
つ
て
。
父 ぶ
毋 も
の
ひ
と
ゝ
な
し
や
し
な
ひ
い
つ
く
し
み
あ
は
れ
む
長 ちや
う
養 や
う
慈 じ
愛 あ
いの
恩 お
んを
む
く
ふ
報 は
うず
べ
し
。
も
し
一
切 さ
いの
佛 ぶ
つ
子
で
し
。
ま
さ
に
こ
の
法 は
うを
奉 ぶ
持 ぢ
す
べ
し
。
時 と
きに
目
連
も
く
れ
ん比
丘
び
く
。
四

は
いの
弟
子
で
し
。
歓 くは
ん

ぎ
」
27オ
 盂
	盆
献
供
儀
○
二
十
七


し
て
奉 ぶ
行 ぎや
うし
き
。
讀 ど
く
經 きや
う念
佛
ね
ん
ぶ
つ等 と
う。
を
は
ら
ば
。
次 つ
ぎに
。
盂
蘭
盆
う
ら
ん
ぼ
ん
供 く
養 や
うの
。
功
德
く
ど
くを
も
つ
て
。
父 ぶ
毋 も
お
よ
び
一
切 さ
い衆 し
ゆ
生 じや
うに
。
向
ゑ
か
うし
。
と
も
に
浄 じや
う土 ど
に
生 しや
うぜ
ん
と
。
ね
が
ふ
べ
し
ね
が
は
く
は
。
盆 ぼ
ん供 く

し
よ
生 しや
うの
善 ぜ
んを
も
つ
て
。
父 ぶ
毋 も
劬
労
く
ら
うの
徳 と
くを
。
報
答
は
う
た
うし
。
存 ぞ
んせ
る
者 ひ
と
は
。
冨 ふ
く樂 ら
くに
し
て
。
壽 こと
ぶ
きき
は
ま
り
な
く
。
亡 ま
うせ
る
者 ひ
とは
。
苦 く
を
は
な
れ
て
。
安
養
あ
ん
や
うに
生 しや
うじ
」
27ウ
―200―
四 し
恩 お
ん三 さ
ん有 う
。
も
ろ

の
含 が
ん識 じ
き。
三
途
さ
ん
づ
八 は
つ難 な
ん。
く
る
し
み
の
衆 し
ゆ
生 じや
う。
と
も
に
修
熏
し
ゆ
く
んを
。
か
ふ
ふ
つ
て
。
罪 ざ
い
障 しや
うを
滅 め
つし
。
こ
と

く
。
輪 り
ん

ゑ
を
い
で
ゝ
。
浄 じや
う土 ど
に
生 しや
うぜ
ん
向
ゑ
か
うし
お
は
り
な
ば
。
至
心
し
し
んに
。
三
禮 ら
いし
て
。
さ
る
べ
し
」
28オ
 盂
盆
献
供
儀
○
二
十
八

（
白
丁
）
」
28ウ
―201―
問
辯
附
有 あ
るが
問 とは
く。
前 さ
きの
請 しや
うず
る
文 も
んに
。
十 じ
つ方 は
う自 じ
恣 し
得 と
く道 だ
う
僧 そ
う衆 し
ゆと
い
へ
る
は
。
い
か
な
る
儀 ぎ
そ
や
。
曰 いは
く。
律 り
つに
。
前 ぜ
ん中 ち
う後 ご
。
三
種 し
ゆの
安 あ
ん居 ご
僧 そ
うあ
り
。
し
ば
ら
く
。
前 ぜ
ん
安 あ
ん居 ご
の
僧 そ
うに
。
つ
ゐ
て
い
は
ゞ
。
四
月
十
六
日
よ
り
。
夏 げ
を
む
す
び
。
七
月
十
五
日
の
。
夜 や
分 ぶ
んつ
く
る
時 と
き。
夏 げ
み
つ
る
な
り
。
こ
の
一
夏 げ
九
旬 じゆ
んの
間 あい
だ。
も
ろ

の
聖 しや
う賢 げ
ん僧 そ
う。
を
の

。
道 だ
うを
修 し
ゆし
。
功 く
徳 ど
くを
つ
み
給
ひ
て
。
そ
の
夏 げ
の
を
は
り
に
。
自 じ
恣 し
の
法 は
う
」
29オ
 盂
盆
献
供
儀
○
二
十
九

を
。
な
し
給
ふ
を
。
十
方 は
う自 じ
恣 し
。
得 ど
く道 だ
う僧 そ
う衆 し
ゆと
い
ふ
な
り
。
此 こ
の内 う
ちに
。
菩 ぼ

さ
つ僧 そ
うあ
り
。
縁 ゑ
ん覚 が
く僧 そ
う
あ
り
。
聲 しや
う聞 も
ん僧 そ
うあ
り
。
菩 ぼ

さ
つ僧 そ
うと
は
。
観 くは
ん音 お
ん。
勢 せ
い
至 し
。
文 も
ん殊 じ
ゆ。
普 ふ
賢 げ
ん。
地 ぢ
蔵 ざ
う。
弥 み
勒 ろ
く等 と
うを
は
じ
め
。
十
方 は
う一
切 さ
いの
賢 げ
ん
聖 じや
う僧 そ
うな
り
。

ゑ
ん覚 が
く僧 そ
う。
聲 しや
う
聞 も
ん僧 そ
うと
は
。

か
葉 せ
う。
阿 あ
難 な
ん。
舎 し
や利 り
弗 ほ
つ。
目 も
く
	
れ
ん等 と
うを
は
じ
め
。
十
方 は
う一
切 さ
いの
。
賢 げ
ん
聖 しや
う僧 そ
うな
り
。
此 こ
れ等 ら
の
。
聖 しや
う僧 そ
うを
。
勧 くは
ん
請 じや
うし
て
。
供 く
養 や
うす
れ
ば
。
そ
の
功 く
徳 ど
く
に
よ
つ
て
。
父 ぶ
毋 も
。
六
親 し
ん。
眷 け
ん属 ぞ
く。
三
途 づ
の
く
る
し
み
」
29ウ
―202―
を
。
ま
ぬ
か
れ
て
。
浄 しや
う土 ど
。
天 て
ん堂 だ
うに
。
生 しや
うず
る
な
り
。
今 こ
ん
世 ぜ
は
。
あ
や
ま
り
お
ほ
く
。
父 ぶ
毋 も
眷 け
ん属 ぞ
くの
。
亡 ま
う栗 こ
んを
ま
つ
る
ば
か
り
に
て
。
十
方 は
う自 じ
恣 し
僧 そ
うを
。
供 く
羈 や
うす
る
人
。
ま
れ
な
り
。
こ
の
ゆ
へ
に
。
父 ぶ
毋 も
を
た
す
く
る
。
功 く
徳 ど
くも
。
ま
た
か
な
ら
ず
。
盂 う
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん
経 ぎや
うの
。
意 こゝ
ろに
も
あ
ら
ざ
る
に
よ
り
。
今 い
まの
供 く
儀 ぎ
に
。
く
は
し
く
。
經 きや
うに
よ
り
て
。
そ
の
供 く
養 や
うの
法 は
うを
。
あ
ら
は
す
も
の
也
又 ま
たと
は
く
。
自 じ
恣 し
と
は
。
い
か
な
る
儀 ぎ
ぞ
や
。
曰 いは
く。
聖 しや
う者 じ
や。
対 ぼ
ん僧 ぞ
うに
通 つ
うじ
て
。
お
こ
な
ふ
法 は
うな
り
。
此 こ
の法 は
う。
律 り
つ
」
30オ
 盂
盆
献
供
儀
○
三
十

に
く
は
し
く
出 い
でた
り
。
但 た
ゞ。
大 だ
い比 び
丘 く
の
行 おこ
な
ふと
こ
ろ
に
し
て
。
未 み
受 じ
ゆ具 ぐ
戒 か
い人 に
んの
。
な
す
わ
ざ
に
あ
ら
ず
。
今 い
ま
畧 りや
く
し
て
。
自 じ
恣 し
と
云 い
ふ義 ぎ
を
い
は
ゞ
。
九
旬 じゆ
ん安 あ
ん居 ご
の
間 あい
だ。
み
づ
か
ら
。
身 し
ん心 じ
んを
く
は
し
く
ね
る
精 しや
う錬 れ
んす
と
い
へ
ど
も
。
人 ひ
とお
ほ
く
は
。
お
の
れ
に
ま
よ
ひ
。
み
づ
か
ら
。
過 と
がを
し
ら
ず
。
こ
の
ゆ
へ
に
。
安 あ
ん居 ご
の
を
は
り
に
お
ゐ
て
。
他 た
人 に
ん
に
對 た
いし
て
。
自 じ
己 こ
の
過 と
がを
。
恣
ほ
し
い
ま
ゝに
あ
ら
は
さ
し
む
。
こ
れ
す
な
は
ち
。
自 じ
恣 し
な
り
。
聖 しや
う僧 そ
うは
。
あ
ら
き
と
が
麁 そ
過 く
は
な
し
と
い
へ
ど
も
。
諸 し
よ佛 ぶ
つの
正 しや
う

き
な
る
が
ゆ
へ
に
。
」
30ウ
―203―
み
な
こ
の
自 じ
恣 し
の
法 は
うを
。
な
し
給
は
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
佛 ほと
け。
舎 し
や利 り
弗 ほ
つに
對 た
いし
。
自 じ
恣 し
の
法 は
うを
な
し
て
。
の
た
ま
は
く
。
身 し
ん口 く
意 い
の
過 と
が。
な
し
や
。
い
な
や
。
舎 し
や利 り
弗 ほ
つの
い
は
く
。
大 だ
い千 せ
ん界 が
いの
尊 そ
ん。
何 な
んぞ
。
過 と
があ
ら
ん
と
。
佛 ほと
けす
ら
。
か
く
の
ご
と
し
。
い
か
に
い
は
む
や
。
そ
の
餘 よ
の
者 ひ
とを
や
。
こ
の
ゆ
へ
に
。
盂 う
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん會 ゑ
に
は
。
十
方 は
う自 じ
恣 し
。
得 と
く道 だ
う
聖 しや
う賢 げ
ん
僧 そ
うと
。
と
な
へ
請 しや
うじ
て
。
供
養
す
る
な
り
。
又 ま
た
た
と
ひ
。
今
世
の
対 ぼ
ん僧 そ
うな
り
と
も
。
如 に
よ説 せ
つ修 し
ゆ
行 ぎや
う
」
31オ
 盂
盆
献
供
儀
○
三
十
一

の
人 ひ
とは
。
こ
れ
を
請 しや
うじ
て
。
供 く
養 や
うを
な
さ
ば
。
い
よ

。
可 か
な
る
べ
し
又 ま
たと
は
く
。
經 きや
うに
。
百 ひや
く味 み
五 ご
果 く
わを
。
そ
な
へ
よ
と
。
と
け
り
。
そ
の
品 し
ない
か
ん
。
曰 いは
く。
百 ひや
く味 み
と
は
。
大 た
い数 す
うな
り
。
必 かな
ら
ずし
も
。
百 ひや
く色 い
ろと
。
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
も
し
力 ちか
らの
及 お
よぶ
人
は
。
百 ひや
く味 み
に
も
。
か
ぎ
る
べ
か
ら
ず
。
千 せ
ん味 み
萬 ま
ん味 み
を
も
そ
な
ふ
べ
し
。
經 きや
うに
。
尽 じ
ん世 せ
甘 か
ん美 み
と
あ
れ
ば
。
飲 お
ん

じ
き。
菓 く
は子 し
等 と
うの
。
好 こ
う味 み
な
る
も
の
。
お
ほ
く
供 く
し
て
。
可 か
な
り
。
又 ま
た五 ご
果 く
はと
は
。
一 ひと
つに
は
。
核 か
く果 く
は。
な
つ
め
贇 さ
う
」
31ウ
原
本
の
31オ

31ウ
重
出
。
―204―
か
ら
も
ゝ
も
ゝ
す
も
ゝ
杏 きや
う桃 た
う李 り
の
類 たぐ
ひ。
二
に
は
。
膚 ふ
果 く
は。
う
り
な
し
か
ら
な
し
く
わ
の
み
瓜 く
は

り

な
い
睫 じ
ん
の
類 たぐ
ひ。
三
に
は
殻 こ
く果 く
は。
く
る
み
胡 こ
桃 た
う。
石 じや
く榴 ろ
の
類 たぐ
ひ。
四
に
は
碆 くは
い果 く
は。
ま
つ
か
へ
の
み
松 せ
う拍 は
く子 し
。
し
そ
の
み
蘓 そ
荏 じ
んの
類 たぐ
ひ。
五
に
は
。
角 か
く果 く
は。
ひ
し
菱 りよ
う
ま
め
豆 づ
の
類 たぐ
ひな
り
。
此 こ
の五
果 く
はも
。
生 しや
うに
て
食 じ
きす
る
に
。
た
へ
ざ
る
も
の
は
。
に
と
ゝ
の
へ

し
よ調 て
うし
て
供 く
ず
べ
し
。
た
ゞ
し
。
精 しや
う
霊 りや
うを
ま
つ
る
こ
と
は
。
自 じ
恣 し
聖 しや
う僧 そ
うの
。
供 く
養 や
うに
。
異 こ
とな
れ
ば
。
今 い
まま
で
ま
つ
り
し
が
ご
と
く
。
つ
と
め
お
こ
な
ふ
事 こ
と
さ
ま
た
ぐ
べ
か
ら
ず
」
32オ
 盂
盆
献
供
儀
○
三
十
二

又 ま
たと
は
く
。
世 よ
の
甘 か
ん美 み
を
尽 つ
くし
て
。
供 く
養 や
うせ
よ
と
い
は
ゞ
。
ま
づ
し
き
も
の
は
。
及 お
よび
か
た
か
ら
ん
。
曰 いは
く。
盡 つく
す
と
い
ふ
に
。
兩 ふた
つ
の
意 こゝ
ろあ
り
。
も
し
冨 とめ
る人 ひ
とは
。
天 て
ん下 か
の
奇 き
珎 ち
んを
つ
ら
ね
。
貧 まづ
し
き者 も
のは
。
一 い
つ己 こ
の
力 り
き
量 りや
うを
つ
く
す
べ
し
。
そ
れ
自 じ
恣 し
僧 そ
うを
供 く
し
て
。
救 く
済 さ
いを
乞 こ
ふに
は
。
も
と
よ
り
。
誠 まこ
とを
つ
く
す
こ
と
を
。
た
つ
と
む
。
自 じ
恣 し
僧 そ
うの
供 く
を
う
け
給
ふ
も
。
亦 ま
たた
ゞ
そ
の
誠 まこ
とに
應 お
うし
て
。
は
じ
め
よ
り
。
物 も
のの
お
ほ
く
す
く
な
し
多 た
少 せ
う
を
論 ろ
んず
る
こ
と
な
し
。
書 し
よに
い
は
く
。

き
神 し
ん常 つ
ね
」
32ウ
―205―
に
享 う
くる
な
し
。
克 よ
く
誠 まこ
とあ
る
を
う
く
と
。
い
は
ん
や
。
三
寳 ば
うを
や
又 ま
た
問 とは
く。
自 じ
恣 し
僧 そ
うを
供 く
養 や
うし
て
。
そ
の
力 ちか
らに
よ
り
て
。
亡 ま
う者 じ
やを
す
く
ふ
と
な
ら
ば
。
そ
の
亡 ま
う者 じ
やに
は
。
飯 お
ん
食 じ
きを
供 く
ず
ま
じ
き
や
。
曰 いは
く。
自 じ
恣 し
僧 そ
うを
請 しや
うじ
て
。
供 く
羈 や
うす
る
こ
と
を
知 し
らず
し
て
。
た
ゞ
亡 ま
う者 じ
やの
。
ま
つ
り
の
み
を
し
て
。
た
れ
り
と
お
も
ふ
は
。
あ
や
ま
り
な
り
。
丁 て
い寧 ね
いに
。
自 じ
恣 し
僧 そ
うを
。
供 く
養 や
うし
た
る
う
へ
に
は
。
亡 ま
う者 じ
やに
供 く
ず
る
こ
と
。
何 な
んぞ
さ
ま
た
げ
」
33オ
 盂
盆
献
供
儀
○
三
十
三

む
。
變 へ
ん食 じ
きの
真 し
ん言 ご
ん等 と
うを
も
つ
て
。
こ
れ
を
加 か
持 ぢ
し
。
父 ぶ
毋 も
。
乃 な
い至 し
。
萬 ば
ん霊 れ
いに
。
供 く
養 や
うせ
む
こ
と
。
む
べ
な
り
變 へ
ん食 じ
きの
真 し
ん言 ご
んは
。
す
な
は
ち
下 し
もに
。
出 い
だす
と
こ
ろ
の
。
無 む
量 りや
う
威 ゐ
徳 と
く自 じ
在 ざ
い
光 くは
う
明 みや
う
勝 しや
う妙 め
う力 り
き

だ
羅 ら
尼 に
。
こ
れ
な
り
又 ま
た
問 とは
く。
こ
の
盆 ぼ
ん供 く
は
。
非 ひ
時 じ
に
も
。
修 し
ゆす
べ
き
や
。
曰 いは
く。
対 ぼ
ん僧 ぞ
うす
ら
。
非 ひ
時 じ
に
食 じ
きせ
ず
。
い
は
ん
や
。
自 じ
恣 し
の
賢 げ
ん
聖 じや
うを
や
。
か
な
ら
ず
。
ひ
る
ま
へ
日 に
つ中 ち
う前 ぜ
んに
お
ゐ
て
。
供 く
養 や
うを
修 し
ゆす
べ
し
。
律 り
つの
中 な
かに
。
朝 あ
さの
明 みや
う相 さ
うよ
り
。
日 に
つ中 ち
う前 ぜ
んを
。
時 じ
と
名 な
づ
け
。
日 に
つ中 ち
うよ
り
。
明 みや
う相 さ
うい
ま
だ
出 い
でざ
る
前 さ
きを
。
非 ひ
時 じ
と
な
づ
く
と
。
と
け
り
。
」
33ウ
―206―
よ
ろ
し
く
。
時 じ
中 ち
うに
お
ゐ
て
。
種 し
ゆ
の
供 く
養 や
う
を
。
ま
う
く
べ
き
な
り
又
と
は
く
。
七
月
十
五
日
を
。
佛 ぶ
つ
歡 くわ
ん喜 ぎ
日 に
ちと
い
ふ
は
。
い
か
な
る
義 ぎ
ぞ
や
。
曰 いは
く。
佛 ほと
けも
と
。
世 よ
に
出 い
で給 た
ま
ふ
こ
と
は
。
た
ゞ
人 ひ
とを
し
て
。
善 ぜ
ん業 ご
うを
修 し
ゆせ
し
め
む
が
。
た
め
な
る
を
も
つ
て
。
人 ひ
との
悪 あ
くを
つ
く
る
を
み
て
は
。
か
な
し
み
。
善 ぜ
んを
修 し
ゆす
る
を
み
て
は
よ
ろ
こ
び
給
ふ
。
七
月
十
五
日
に
は
。
も
ろ

の
僧 そ
う衆 し
ゆ。
一 い
ち夏 げ
九 く
旬 しゆ
んの
要 よ
う期 ご
お
は
り
て
。
」
34オ
 盂
盆
献
供
儀
○
三
十
四

戒 か
い
定 ぢや
う慧 ゑ
の
学 が
く。
を
の

。
得 う
る
と
こ
ろ
あ
れ
ば
。
佛 ほと
けの
。
本 ほ
ん意 い
に
か
な
ひ
て
。
こ
と
に
歡 くは
ん

ぎ
し
給
ふ
な
り
。
こ
の
ゆ
へ
に
。
こ
の
日
に
お
ゐ
て
。
盆 ぼ
ん
供 く
を
ま
ふ
く
れ
ば
。
そ
の
福 ふ
く
甚 はな
は
だ多 お
ほし
。
さ
れ
ば
む
か
し
。
も
ろ
こ
し
に
。
慧 ゑ
達 だ
つ法 ほ
つ師 し
と
い
ふ
人
あ
り
。
俗 ぞ
くた
り
し
時 と
き。
た
ち
ま
ち
に
は
か
じ
に
暴 ば
う死 し
す
。
心 む
ねに
あ
た
ゝ
ま
り
煙 ゑ
ん氣 き
あ
る
を
も
つ
て
。
家 か
人 じ
んこ
れ
を
葬 ほふ
むら
ず
。
七
日
を
へ
て
。
蘇 よみ
が
へり
て
。
い
は
く
。
わ
れ
。
冥 みや
う界 か
いに
い
た
る
に
。
金 こ
ん色 じ
きの
聖 しや
う人 に
んを
み
る
。
か
た
は
ら
の
人
の
い
は
く
。
」
34ウ
―207―
こ
れ
観 くわ
ん世 ぜ
音 お
ん菩 ぼ

さ
つな
り
と
。
わ
れ
禮 ら
いし
を
は
る
に
。
菩 ぼ

さ
つ。
た
め
に
説 せ
つ法 は
うし
て
。
つ
げ
て
の
た
ま
は
く
。
対 およ
そ亡 ま
う人 に
んの
た
め
に
。
福 ふ
くを
ま
う
け
ば
。
或 ある
ひは
寺 て
ら。
あ
る
ひ
は
家 け
中 ち
うに
も
あ
れ
。
七
月
十
五
日
。
沙 し
や門 も
ん自 じ
恣 し
の
日 ひ
に
お
ゐ
て
。
供 く
を
ま
う
く
れ
ば
。
そ
の
福 ふ
く。
い
よ

ま
さ
れ
り
。
も
し
供 く
羈 や
う物 も
つ
を
。
つ
く
る
制 せ
いし
て
。
そ
な
へ
ば
。
か
な
ら
ず
う
つ
は
も
の
ご
と
器 き
に
。
標 ひよ
う
題 だ
いし
て
。
某 それ
が
しの
亡 ま
う人 に
んの
た
め
に
。
三
寳 ば
うに
奉 ぶ
上 じや
うす
と
。
い
ふ
べ
し
。
福 ふ
く施 せ
い
よ

お
ほ
し
と
。
ま
」
35オ
 盂
盆
献
供
儀
○
三
十
五

こ
と
に
。
信 し
んぜ
ざ
る
べ
け
ん
や
又 ま
た
問 とは
く。
盂 う
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん供 く
と
。
生 さ
ん飯 ば
と
。
施 せ
餓 が

き
と
の
。
	
ゑ
ん起 ぎ
別 べ
ちな
り
や
。
い
は
く
。
盂 う
蘭 ら
ん盆 ぼ
ん供 く
は
。
前 さ
き
に
あ
か
す
が
ご
と
く
。
目 も
く


れ
ん尊 そ
ん者 じ
やの
。
毋
を
す
く
ひ
し
よ
り
。
は
じ
ま
れ
り
。
生 さ
ん飯 ば
の
事 こ
とは
。

き
子 し
毋 も
に
お
こ
れ
り
。

き
子 し
毋 も
。
つ
ね
に
。
人
の
子 こ
を
と
つ
て
。
こ
ろ
し
く
ら
ふ
殺 せ
つ

た
んす
。
佛 ほと
け方 は
う便 べ
んを
も
つ
て
。

き
子 し
毋 も
の
。
子 こ
を
。
と
り
か
く
し
給
ふ
。

き
子 し
毋 も
か
な
し
み
。
佛 ほと
けに
し
た
が
ひ
て
。
そ
の
子 こ
を
も
と
む
。
佛 ほと
けつ
げ
て
。
の
た
」
35ウ
―208―
ま
は
く
。
汝 なん
ぢ子 こ
を
愛 あ
いす
。
他 た
人 に
んも
ま
た
。
か
く
の
ご
と
し
。
今 い
まよ
り
後 の
ち。
人 ひ
との
子 こ
を
。
殺 せ
つ

た
んす
る
こ
と
を
や
め
ば
。
汝 なん
ぢに
子 こ
を
あ
た
へ
む
と
。

き
子 し
毋 も
の
い
は
く
。
ま
さ
に
佛 ほと
けの
。
教 け
う誡 か
いの
ご
と
く
に
す
べ
し
と
。
佛 ほと
けす
な
は
ち
。
三
帰 き
五
戒 か
いを
さ
づ
け
給
ふ
。
子
毋
の
云 い
は
く
。
今 い
まよ
り
我 わ
れ。
お
よ
び
も
ろ

の
こ
諸 し
よ子 し
。
何 な
にを
か
食 じ
きと
せ
ん
。
佛 ほと
けの
の
た
ま
は
く
。
う
れ
ふ
る
こ
と
な
か
れ
。

ゑ
ん部 ぶ
洲 し
うに
お
ゐ
て
。
我 わ
が

で
子 し
。
食 じ
きす
る
次 つゐ
でご
と
に
。
食 じ
き
を
い
だ
し
て
。
汝 なん
ぢに
ほ
ど
こ
し
。
皆 み
な飽 ば
う満 ま
んせ
し
め
ん
。
」
36オ
 盂
盆
献
供
儀
○
三
十
六
	

き
子 し
毋 も
の
い
は
く
。
我 わ
れ今 い
ま。
如 に
よ来 ら
いに
帰 き
し
。
佛 ほと
けの
教 け
う
勅 ちよ
くを
う
く
。
あ
へ
て
違 い
越 お
つせ
じ
。
王 わ
う舎 し
や大 だ
い
城 じや
う。
お
よ
び
。
も
ろ

の
国 こ
く土 ど
。
一
切 さ
い人 に
ん民 み
んの
。
生 しや
うず
る
と
こ
ろ
の
男 な
ん女 に
よ。
我 わ
れみ
な
。
ま
も
り
ま
も
る
擁 お
う護 ご
し
て
。
安 あ
ん樂 ら
くな
ら
し
め
。
一
切 さ
いも
ろ

の
。
悪 あ
く

き
神 じ
んを
し
て
。
さ
は
り
を
。
な
さ
し
め
じ
と
い
へ
り
。
次 つ
ぎに
施 せ
餓 が

き
は
。


ゑ
ん口 く
餓 が

き
經 きや
う等 と
うに
。
見
え
た
り
。
阿 あ
難 な
ん尊 そ
ん者 じ
や。
ひ
と
り
し
づ
か
な
る
と
こ
ろ
静 じや
う處 し
よに
居 こ
す
。


ゑ
ん口 く
餓 が

き
。
き
た
り
。
告 つ
げて
い
は
く
。
三 さ
ん日 に
ちの
後 の
ち。
汝 なん
ぢが
命 いの
ちつ
き
て
。
此 こ
の餓 が
」
36ウ
―209―
き
の
中 な
かに
。
生 しや
うず
べ
し
と
。
阿 あ
難 な
ん聞 き
いて
。
大 おほ
いに
お
そ
れ
。
餓 が

き
に
。
と
ふ
て
い
は
く
。
何 な
にの
方 は
う便 べ
ん
を
も
つ
て
か
。
こ
の
苦 く
るし
み
を
。
ま
ぬ
か
る
べ
き
。
餓 が

き
の
い
は
く
。
も
し
よ
く
。
百 ひや
く千 せ
ん那 な
由 ゆ
他 た
。
恒 が
う河 が
沙 し
や
數 し
ゆの
餓 が

き
。
な
ら
び
に
。
百 ひや
く千 せ
んの
婆 ば
羅 ら
門 も
ん。
仙 せ
ん等 と
う
に
。
魔 ま
訶 か

だ
国 こ
くに
。
用 も
ちゆ
る
と
こ
ろ
の
。
斛 こ
くを
も
つ
て
。
を
の

。
一
斛 こ
くの
飲 お
ん食 じ
きを
。
ほ
ど
こ
し
。
又 ま
たわ
が
た
め
に
。
三
寳 は
うを
供 く
養 や
うせ
ば
。
汝 なん
ぢが
壽 こと
ぶ
き。
ま
す
こ
と
を
え
。
我 わ
れも
ま
た
。
餓 が
鬼 き
の
く
る
し
み
を
。
は
な
れ
。
天 て
ん
」
37オ
 盂
盆
献
供
儀
○
三
十
七

上 じや
うに
。
生 しや
うず
る
こ
と
を
え
む
と
。
阿 あ
難 な
ん。
こ
の
言 こ
とを
聞 き
ゝ。
す
み
や
か
に
。
佛 ほと
けの

も
とに
い
た
り
。
さ
き
の
ご
と
く
。
つ
ぶ
さ
に
ま
う
す
。
佛 ほと
けの
の
た
ま
は
く
。
汝 なん
ぢお
そ
る
ゝ
こ
と
な
か
れ
。
我 わ
れに

だ
羅 ら
尼 に
あ
り
。
無 む
量 りや
う威 ゐ
徳 と
く自 じ
在 ざ
い
光 くは
う
明 みや
う
勝 しや
う妙 め
う力 り
きと
。
名 な
づ
く
。
も
し
此 こ
の

だ
羅 ら
尼 に
を
。
誦 じ
ゆず
る
こ
と
あ
る
も
の
は
。
す
な
は
ち
よ
く
。
	
く
胝 て
い那 な
由 ゆ
他 た
。
百 ひや
く千 せ
ん恒 が
う河 が
沙 し
や数 し
ゆの
。
餓 が

き
お
よ
び
。
婆 ば
羅 ら
門 も
ん。
僊 せ
ん等 と
うに
。
上 じや
う妙 め
うの
飲 お
ん食 じ
きを
。
充 じ
う足 そ
く
せ
し
む
。
乃 な
い至 し
。

だ
羅 ら
尼 に
を
説 と
いて
。
の
た
ま
は
く
。
」
37ウ
―210―
曩 な
う莫 ま
く。

さ
ら

ば
綏 た
佗 た
充 ぎ
や懿 た
。

ば
路 ろ
枳 き
帝 て
い。

お
ん。
三 さ
ん跋 ば
羅 ら
三 さ
ん跋 ば
羅 ら
吽 う
ん
真 し
ん言 ご
んた
や
す
く
。
誦 じ
ゆ持 ぢ
す
れ
ば
。
越 お
つ法 は
うの
罪 つ
み
あ
り
。
か
な
ら
ず
。
師 し
に
し
た
が
ひ
て
。
傳 で
ん受 じ
ゆす
べ
し
ま
た
仏 ほと
け
阿 あ
難 な
んに
告 つ
げて
。
の
た
ま
は
く
。
若 も
し比 び
丘 く
。
比 び
丘 く
尼 に
。
優 う
婆 ば
塞 そ
く。
優 う
婆 ば
夷 い
。
あ
つ
て
。
つ
ね
に
。
此 こ
の真 し
ん言 こ
ん。
お
よ
び
。
四 し
如 に
よ来 ら
いの
。
名 みや
う号 が
うを
も
つ
て
。
食 じ
きを
加 か
持 ぢ
し
。
餓 が

き
に
施 ほど
こせ
ば
。
す
な
は
ち
よ
く
。
無 む
量 りや
う
の
。
福 ふ
く徳 と
くを
。
具 ぐ
足 そ
くし
。
百 ひや
く千 せ
ん

く
胝 て
いの
。
如 に
よ来 ら
いを
。
供 く
養 や
うす
る
功 く
徳 ど
くと
。
こ
と
な
る
こ
と
な
く
。
寿 じ
ゆ
命 みや
う
延 ゑ
ん
長 ぢや
うに
し
て
。
色 し
き力 り
きを
ま
し
。
善 せ
ん根 ご
ん具 ぐ
足 そ
くす
。
一
」
38オ
 盂
盆
献
供
儀
○
三
十
八
	
切 さ
い非 ひ
人 に
ん。
夜 や
叉 し
や羅 ら
刹 せ
つ。
も
ろ


の
。
悪 あ
く

き
神 じ
ん。
侵 し
ん
害 が
いす
る
こ
と
。
あ
る
こ
と
な
し
と
。
云
。
こ
れ
盂 う
蘭 ら
ん盆 ぼ
んと
。
生 さ
ん飯 ば
と
。
施 せ
食 じ
きと
。
縁 ゑ
ん起 ぎ
別 べ
つな
る
も
の
な
り
。
今 こ
ん時 じ
。
一 い
つ混 こ
んし
て
。
執 し
う
行 ぎや
うす
る
は
。
あ
や
ま
り
な
り
又 ま
たと
は
く
。
梵 ぼ
ん網 ま
う
經 ぎや
うに
。
孝 け
うを
名
づ
け
て
。
戒 か
いと
す
と
。
い
ふ
は
。
い
か
な
る
義 ぎ
ぞ
や
。
曰 いは
く。
孝 か
う道 た
うに
。
を
の
づ
か
ら
。
戒 か
いの
義 ぎ
を
具 ぐ
せ
り
。
父 ぶ
毋 も
に
孝 か
うな
る
人 ひ
と。
氣 き
を
く
だ
し
。
聲 こ
ゑを
怡 よろ
こ
ばし
め
て
。
言 こと
ばさ
か
ふ
こ
と
」
38ウ
―211―
な
き
は
。
こ
れ
口 く
戒 か
いな
り
。
冬 ふ
ゆは
温 あた
ゝめ
。
夏 な
つは
清 す
ゞし
め
。

ゆ
ふ
べに
定 し
づめ
。
晨 あし
たに
省 かへ
りみ
。
事 わ
ざさ
か
ふ
こ
と
な
き
は
。
こ
れ
身 し
ん戒 か
いな
り
。
愛 あ
いを
い
だ
き
て
。
し
か
も
。
う
や
ま
ひ
。
身 み
を
を
ふ
る
ま
で
。
ふ
か
く
し
た
ひ
。
心 こゝ
ろ
さ
か
ふ
こ
と
な
き
は
。
こ
れ
意 い
戒 か
いな
り
。
古 こ
人 じ
んの
い
は
く
。
五
戒 か
いと
は
。
は
じ
め
を
。
不 ふ
殺 せ
つと
い
ひ
。
次 つ
ぎを
。
不 ふ
盗 た
うと
い
ひ
。
次 つ
ぎを
。
不 ふ
邪 じ
や婬 い
んと
い
ひ
。
次 つ
ぎを
。
不 ふ
妄 ま
う語 ご
と
い
ひ
。
つ
ぎ
を
。
不 ふ
飲 お
ん酒 じ
ゆと
い
ふ
。
そ
れ
不 ふ
殺 せ
つは
。
仁 じ
んな
り
。
不 ふ
盗 た
うは
。
義 ぎ
な
り
。
不 ふ
邪 じ
や婬 い
んは
。
禮 れ
い也 な
り
」
39オ
 盂
盆
献
供
儀
○
三
十
九

不 ふ
飲 お
ん酒 じ
ゆは
。
智 ち
な
り
。
不 ふ
妄 ま
う語 ご
は
。
信 し
んな
り
。
こ
の
五
つ
の
も
の
は
。
修 し
ゆす
る
と
き
は
。
そ
の
人 に
んを
成 じや
うじ
。
そ
の
親 し
んを
あ
ら
は
す
。
ま
た
孝 か
うな
ら
ず
や
。
こ
の
五
つ
の
も
の
。
一
つ
も
修 し
ゆせ
ざ
る
と
き
は
。
其 そ
の
身 み
を
す
て
。
其 そ
の親 し
んを
は
づ
か
し
む
。
ま
た
不 ふ
孝 か
う
な
ら
ず
や
と
。
こ
ゝ
に
し
り
ぬ
。
孝 か
うを
行 ぎや
うず
る
人
。
戒 か
いを
た
も
た
ず
は
。
至 し
孝 か
うと
名 な
づ
け
が
た
き
こ
と
を
。
ま
し
て
。
一
切 さ
い衆 し
ゆ
生 じや
うは
。
皆 み
なわ
が
。
生 しや
う
の
父 ふ
毋 も
な
れ
ば
。
衆 し
ゆ
生 じや
うに
孝 け
う
順 じゆ
んし
て
。
殺 せ
つ盗 た
う等 と
うの
。
悪 あ
く事 じ
」
39ウ
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の
な
き
は
。
こ
れ
戒 か
いな
り
。
要 よ
うを
も
つ
て
。
こ
れ
を
い
は
ゞ
。
た
ゞ
よ
く
。
孝 け
う
順 じゆ
んな
れ
ば
。
自 じ
然 ね
んに
。
梵 ぼ
ん
行 ぎや
う具 ぐ
足 そ
くす
。
菩 ぼ

さ
つの
。
三 さ
ん聚 じ
ゆ
浄 じや
う戒 か
いと
い
へ
ど
も
。
こ
の
孝 か
うを
い
で
ざ
る
を
や
。
お
ろ

佛 ぶ
つ祖 そ
の
お
し
へ
を
は
か
る
に
。
お
こ
な
ふ
と
こ
ろ
は
。
い
づ
れ
の
お
こ
な
ひ
を
。
な
す
人
に
も
あ
れ
。
戒 か
いは
諸 し
よ佛 ぶ
つの
。
通 つ
う
い
ま
し
め
戒 か
い
な
れ
ば
。
か
な
ら
す
是 こ
れ
を
。
あ
ふ
ぐ
べ
き
事
に
こ
そ
あ
め
れ
。
い
か
に
い
は
ん
や
。
孝 か
うを
名 な
づ
け
て
。
戒 か
いと
す
と
。
教 お
しへ
給
ひ
て
。
孝 か
う
」
40オ
 盂
盆
献
供
儀
○
四
十

と
戒 か
いと
。
も
と
よ
り
は
な
れ
ざ
る
を
や
。
さ
れ
ば
こ
そ
古 こ
人 じ
んも
。
天 て
ん下 か
福 ふ
くを
欲 ね
がは
ゞ
。
孝 か
うを
篤 あ
つう
す
る
に
は
し
か
ず
。
孝 か
うを
あ
つ
う
す
る
は
。
戒 か
いを
修 し
ゆす
る
に
は
し
か
ず
。
戒 か
いは
大 だ
い
聖 しや
う人 に
んの
。
正 しや
う
勝 しや
うの
法 は
うな
り
。
清 しや
う
浄 じや
う
意 い
を
も
つ
て
。
こ
れ
を
守 ま
もる
と
き
は
。
そ
の
福 ふ
く。
左 さ
右 う
に
と
る
が
ご
と
し
と
い
へ
り
。
人 に
ん

。
こ
の
理 こと
は
りを
心 こゝ
ろ
え
て
。
孝 か
うと
戒 か
いと
。
な
ら
べ
修 し
ゆす
る
と
き
は
。
み
づ
か
ら
殊 し
ゆ
勝 しや
うの
功 く
徳 ど
くを
。
う
る
の
み
に
あ
ら
ず
。
ひ
そ
か
に
ま
た
。
国 こ
く家 か
の
た
ゞ
し
き
ま
つ
り
こ
と
正 しや
う
政 せ
い
を
た
す
く
る
を
や
。
む
か
し
宋 そ
うの
」
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文 ぶ
ん帝 て
い。
そ
の
臣 し
ん。
何 か
尚 しや
う之 し
に
。
い
ひ
て
い
は
く
。
ち
か
ご
ろ
。
顔 が
ん延 ゑ
ん之 し
。
宗 そ
う炳 へ
いが
。
論 ろ
んを
あ
ら
は
す
を
。
み
る
に
。
佛 ぶ
つ法 は
うを
発 は
つ明 め
いし
て
。
人 じ
ん意 い
を
開 か
い
奨 しや
うす
。
も
し
率 そ
つ土 と
の
濵 ひ
んを
し
て
。
み
な
こ
の
化 く
はを
。
感 か
んぜ
し
め
ば
。
朕 ち
んす
な
は
ち
。
坐 ゐ
な
が
ら
。
太 た
い平 へ
いを
い
た
さ
ん
と
。
尚 しや
う之 し
。
す
ゝ
む
で
い
は
く
。
そ
れ
百 は
つ家 か
の

き
や
う。
十
人
五
戒 か
いを
た
も
つ
と
き
は
。
十
人
淳 じゆ
ん謹 き
んな
り
。
千 せ
ん室 し
つ
の
さ
と
邑 ゆ
う。
百
人
十
善 ぜ
んを
修 し
ゆす
る
と
き
は
。
百
人
和 く
は睦 ぼ
く
す
。
こ
の
風 ふ
う教 け
うを
持 じ
し
て
も
つ
て
。
寰 くは
ん區 く
に
。
あ
」
41オ
 盂
盆
献
供
儀
○
四
十
一

ま
ね
う
せ
ば
。

へ
ん戸 こ
。
億 お
く千 せ
んな
る
と
き
は
。
仁 じ
ん人 じ
ん
百 ひや
く
萬 ま
んな
ら
ん
。
そ
れ
よ
く
。
一
善 ぜ
んを
行 おこ
な
ふと
き
は
。
一
悪 あ
く
を
さ
る
。
一
悪 あ
くを
さ
る
と
き
は
。
一
刑 け
いを
。
や
む
。
一
刑 け
い家 い
ゑに
や
め
ば
。
萬 ば
ん刑 け
い。
國 く
にに
や
む
。
陛 へ
い下 か
の
。
坐 ゐ
な
が
ら
。
太 た
い平 へ
いを
。
い
た
す
と
い
ふ
。
こ
れ
な
り
と
い
へ
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
。
一
孝 か
う立 た
てば
。
諸 し
よ戒 か
いそ
な
は
り
。
諸 し
よ戒 か
い
お
こ
な
は
れ
て
。
天 て
ん下 か
安 あ
ん寧 ね
いな
り
。
は
な
は
だ
し
い
か
な
。
孝 か
うの
義 ぎ
た
る
こ
と
の
。
大 おほ
いな
る
こ
と
や
」
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本
師
安
養
和
尚


盂
盆
獻
供
儀
壹
本
授
剞
永
傳
于
世
伏
願
人
人
起
孝
順
心
修
蘭
盆
之
供
各
各
報
父
母
德
登
菩
提
之
場

元
祿
庚
午
夏
安
居
日
弟
子
識
」
42オ
 盂
盆
献
供
儀
○
四
十
二

洛
陽
書
肆
梅
村
彌
白
	梓
」
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」
裏
表
紙
見
返
」
裏
表
紙
（
せ
き
ぐ
ち
し
ず
お
歴
史
文
化
学
科
）
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